
126川 村=淋 巴系統 ニヨル結 核菌 ノ髄 内播布 二關 スル實験的研究 【第15巻

淋 巴系統 ニヨル結核 菌 ノ體内播布ニ

關 スル實驗 的研究

第一報 海〓淋巴腺及淋巴管知見補遺

前満州醫 科大學微生物學教 室(主任 戸田忠雄教授)

現 九州帝國大學醫學部細菌學教室(主任 戸田忠雄教授・

大學院學生 川 村一 男

目 次

線 序

緒 言

第 一章 實験材料

第 二章 淋 巴腺 二就 テ

第 一節 淋巴腺名

第二節 淋 巴腺登見方法

第一項 無庭 置系統解剖 ニヨル法

第二項 髄 ノ種 々ナル個所 ヨ リノ色素 注入法

第三節 淋巴腺 ノ位置形状及 ビ余 ノ淋 巴腺摘 出

捷揮

第三 章 淋巴管 二就 テ

第 …節 淋巴管登見方法 二就 テ

第一項 供試色素 二就 テ

第二項 淋 巴腺内直接 墨汁注入法

第三項 種 々ナル個所 ヨ リノ色素注入 二就 テ

第二節 検査 成績

第 一項 淋 巴腺 内直接 墨汁注入 ニ ヨル成績

(一)顔 面及 ビ頸部淋 巴管 二就 テ

(二)前 趾淋 巴管二就 テ

(三)腹 壁及 ビ後腹膜淋 巴管 二就 テ

(四,1腹 腔 内淋 巴管 二就 テ

(五)胸 管 二就 テ

第 二項 皮 下墨汁注入 二依 ル検 索結果

(…)蜘 蛛膜 下墨汁注入

(二)鼻 尖粘膜 下墨汁注人

C三'上 口唇及 ビ下 口唇 皮下墨汁注 入

(四)前 趾蹴皮下 墨汁 注入

(五㌧ 後趾蹴皮下 墨汁 注人

(六)膝 關節腔 内墨汁汁 入
"七

ノ 腹腔 内墨汁注入

(入)腹 部 皮下墨汁注人

第四章 総 括

結 欝

総 序

Kochニ ョ リテ ー度 結 核 ノ氣 道 性 傳 染詮 提ll昌1」

ラル ・ヤ、結 核 菌 ノ侵 入 門 戸 二關 スル實験 的研

究 ハ相 踵 イ デ行 ハ レ、 経 皮 、 経 消化 器 感染 ハ勿

論 ノ コ ト、 眼 瞼 結 膜 、 外 聴 道 、 尿 道 粘 膜 、 外陰

部,膣 粘 膜 ノ ミナ ラズ更 二絆 健 康 皮 膚 感 染 サ ヘ

モ可 能 ナ リ ト ノ報 告 テ見 ・レニ至 レ リ。

而 シテ斯 ク ノ如 クー身 禮 ノ殆 ン ド縮 テ ノ部 分 ヨ

リ シテ進 入 シ得 ・レ結 核 菌 ノ龍 内 移動 、 分 布 二關

シテ從 來 二 説 ア リ。 即 チー ハ結 核薗 ハ ソ ノ侵 入

門 戸 及 ビ部屡 淋 巴腺4全 ク侵 ス事 ナ ケ、 血 流 卜

共 二直 チ ニ遠 隔 淋 巴 腺 或 ハ臓 器 二到 達 シ得 ル モ

ノナ リ トL張 スノし血 行 説 ニシテ、 ・ハ鷹 内進 人門

戸 二 先 ヅ結 核 性 攣 化 ラ起 シ タ・レ後 部 屡淋 巴 腺 テ

侵 シ而 シテ漸 次 中 心淋 巴 腺 二 向 ・ソテ進 行 スル モ

!ナ リ ト主張 スル淋 巴道 説 ナ リ.而 シ テ血 行 詮

デ ド張 シタ ル者 二欧 米 ∴ テ ハAufrecht ,Waku-

shima,Levenstein,Montz,Orth,u.Rabino-

witsch・Bongart,DurandCharchanshi ,
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Weichselbaum,Blumenberg等 ア リ、 本 邦 二

於 テハ、 官 本 、 加 藤 、 大 串、 清 水 等 ア リ。 一 方

淋 巴道 説 二關 ス ル文 」獣 テ繕 クー、 先 ヅParlow

ガ145例 ノ小 見 死 艦 二就 テ行 ヒ タル精 細 ナ ル病

理解 剖 學 的 検 索 ノ結 果 、 肺 臓 二 初期 攣 化 ノ存 在

セル事 テ登 見 セル ニ端 テ獲 シ、Ranke(1912)一 ・b

ヨ リテ初 期攣 化群(PrimaereKomplex)説 ガ唱

ヘ ラル ・二至 リ、 更 二1916年 以 來Albrecht,

Gohn,Pool等 ノ研 究 ニ ヨ リ膿 内 二進 入 シタ ル

結 核 菌 ノ播 布 ハ主 トシ テ淋 巴 系統 ニ ヨル モ ノナ

リ トノ設 愈 錫 星化 セ ラル ・二至 レ リ.而 シテ近

年 二至 リCornetガ 多撒 ノ海狽 二就 テ ノ實験 ヨ

リシテ結 核 菌 ハ盟 内 二於 テ躍 進 的 播 布 テ ナ ス モ

ノニ非 ズ、 先 ヅ進 入門 戸 二於 テ初 期 攣 化 テ惹 起

セ シ メ、 然 ル後 一 歩 一 歩 深 部 二向 ツ テ侵 入 スル

モ ノアル事 テ謹 明 シDasCornet'scheLokali-

sationsgesetzト シ テ唱 道 スル 等 結 核 菌 ノ経 淋

巴系統 播 布 設 ハ更 二多 撒 學 者 ノ承 認 ス ル所 トナ

レ リ。

斯 ク ノ如 ク結 核 菌 ノ膿 内播 布 二關 シテ ハー 見 殆

ン ド鹸 ス慮 ナ キ程 度 二迄 研 究 セ ラ レタ ル ノ感 ア

リ ト錐 、 吾 人 ガ實 験 的 結 核 研 究 ラナ ス ニ當 ツテ

ハ猶 ホ足 ラザ ル貼 無 シ トセ ズ。 戸 田教 授 ガ余 二

封 シテ本研 究 ラ命 ゼ ラ レタル モ故 ア リ ト云 フ可

シ。

而 シテ今同、余 ガ行 ヒタル研究要項ハ次 ノ如 シ。

先 ヅ第一 二梅狸 ノ淋巴系統 ノ解剖學的研究 テ行

ヒ、然ル後 コレテ基礎 トシテ種々ナル部分 ヨリ

燈内二進入セシメタル結核菌 ノ播布状態及 ピ進

行経路テ知 ラントセリ。而 シテコノ知識 テ慮用

シテ結核免疫機轄 ノ本態 ノ研究 ラ行ヘ リ.コ レ

ガ爲 メニ結核菌艘成分特二燐i脂質、蝋質、中性

脂肪、結核菌膿水可溶性物質 ノ抗元性 二就 テ詳

細ナル検討 テ行ヘ リ。猫 ホ封照 ノ意味ニテ非病

原性抗酸性菌及 ピ 、二化膿菌 ノ膿 内播布状態

テ検 シ、 コレテ以テ病原性及 ピ非病原性抗酸性

菌 ノ播布駄態 トノ比較 テ行ヘ リ.

以下順次弦 二其 ノ得 タル結果 テ報告スベシ。

緒 言

淋 巴系 統 二就 テ ハ古 クAristotelesノ 時 代 ヨ リ

シテ 注 目 セ ラ レ、 當 時 既 二Chylusgef5ssノ

存在 テ知 ラレタ リ ト云 フ.1627年Asellius_

依 リテ甫 メ テChylusgef5ssノ 命 名 テ見、1651

年Reqetガ 禮 内淋 巴 ハ総 テDuctusThoraci-

cus二 合 流 シ左 側 頸 鎖 骨 下 静 脈 角 二流 注 スル モ

ノナル事 テ實 験 的 二謹 明 シ、 淋 巴系 統 ノ研 究 ニ

ー光 明 テ與 ヘ タ ル ヨ リ爾 來 本 問 題 二關 ス ル研 究

陸 績 ト シ テ 行 ハル ・二至 レ リ。1653年Th.

Bartholinusハ 淋 巴 管 中 二室氣 一i7・1吹入 シテ淋 巴

系統 ノ研 究 テ行 ヒ,其 後 且unter,Cruikshank,

Mascagni,Suppey,且yrtl,Teichman等 ニ ヨ

リテ モ淋 巴 管 内 直 接 注 入 法 ニ ヨ リテ種 々 ナ ル研

究行 ハ レタ リ.1896年GerotaガIndirekte

InjectionsMethodeテ 登 見 シ、淋 巴系 統 ノ研

究 二慮 用 スル ヤ、Gerota'scheMethodeト 稔

セ ラ レテ、 人 禮 ハ勿 論 諸 種 實 験 動物 二就 キ テ モ

廣 ク淋 巴系 統 ノ研 究 二利 用 セ ラル ・二至 レ リ.

結 核 ノ研 究 テ ナ ス ー 當 リテ、 淋 巴系 統 二關 ス

ル知 識 ノ必 要 ナ ル 事 ハ 云 フ迄 モ ナ シ
。 例 ヘ バ

Steinerノ 如 キハ臨 躰 的 方面 ヨ リ シテ、 肺 結 核

ノ病 的 機 轄 テ確 知 セ ンガ爲 ニモ淋 巴系 統 ノ解 剖

學 的 、 就 中局 所 解 剖 學 的 知 識 テ基 礎 トセザ ル可

カ ラザ ル事 テ高 唱 ス。 然 レ ドモ コ ノ黙 ハ軍 二肺

結 核 二於 テ ノミ ノ問 題 ナ ラズ、 凡 ソ結 核 菌 ノ匿

内播 布 状 態 二關 シテ知 ラ ン トス ル ナ ラバ、 肺 臓

ハ 勿 論 全 身 ノ淋 巴 管経 路 二關 ス ル詳 細 ナ ル知 識

ノ必 要 ナ ル事 ハ何 人 モ首 肯 ス ル庭 ナ ル ベ シ
。 然

ル ニ海狽 二就 テ ソ ノ全 身 ノ淋 巴 管 二就 テ詳 細 二

記 述 シタル報 告 ナ シ.僅 カ ニ本 邦 坊 全テ ハ小 山

氏飲 洲 二於 テGeorg,K.Hashibaア ル ノ ミニ

シテ未 ダ完 全 トハ云 ヒ難 シ
。 故 二余 ハ實 験 醤學

ノ立 場 ヨ リシテ本 研 究 テ行 ヒ
、 淋 巴 系統 二關 ス

ル確 信 實 アル知 識 ラ得 、 以 テ余 ガ今 後 ノ研 究 ノ

基 礎 タ ラ シ メ ン トシ タ リ。 同學 諸 先 進 ノ御 批 判

テ得 ル事 テ得 バ幸 甚 ノ至 リナ リ。
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第一章 實験材料

試 獣 ト シテ80絵 頭 ノ成 熟 海猿 テ使 用 セ リ。

墨 汁 液 、 國 産 良 質 墨(古 梅 園)テ 使 用 シ、0.85%

食聴 水 テ以 テ硯 上 ニ テ400同 程 磨 シテ墨 汁 ノ濃

度 テ可 及 的 一定 ナ ラ シ メ、 然 ル後 二重 濾 過 紙 ニ

テ濾 過 シタル モ ノテ 「コ"7ホ」釜 ニ テ1時 間 滅 菌

ノ後 使 用 ス。

注 射 針 及 ビ注 射 器 、 淋 巴腺 内 直接 色 素 注 入 ニハ

4分 ノ1「 ツベ ル ク リ ン」注 射 針 及 ビ 「ヅベ ル ク

リ ン」注 射 筒 テ使 用 セ リ。 腹 腔 内 注 入 ニ ハ、3分

ノ1注 射 針 ノ尖端 テ特 二鈍 圓 ナ ラシ メ、 腸 管 ノ

損 傷 テ防 グ。 皮 下 注 入 ニ ハ3分 ノ1普 通 注射 針

テ使 用 ス。

第二章 淋巴腺二就テ

淋 巴 腺 ガ被 膜 、 淋 巴 害 、 實 質 ノ三 部 ヨ リ構 成 セ

ラ レ被 膜 二英 膜 、 梁 柱 、 ラ有 シ、 淋 巴 賓 ニ ハ 邊

縁 賓 、 淋 巴 賓 ア リ、 實 質 部 二淋 巴 組 織 、 髄 質 、

邊 縁 ア ル コ トハ 周 知 ノ所 ナ リ。 斯 ク ノ如 キ構 造

ラ 有 ス ル大 小 無 敷 ノ淋 巴 腺 ハ 身 罷 ノ所 々 二廣 ク

分 布 シ、 其 ノ位 置 ノ異 ル ニ 從 ツ テ 多 少 トモ 組 織

學 的 相 異 ラ有 シ、 父各 々 其 機 能 テ 異 ニ ス ル 事 ハ

既 二1828年Nordmann、1829年Gosmannノ

唱 道 セ ル 所 ニ シテ 、 更 二亦 癌 、 化 膿 性 疾 患 、 結

核 等 ノ疾 患 二 於 テ夫 レ夫 レ淋 巴 腺 ノ罹 患 度 テ異

ニ ス ル1ド モ 亦 周 知 ノ事 實 ナ リ。 從 ツ テ結 核 ノ研

究 テ ナ ス ニ當 リ テ ハ 淋 巴 腺 ノ位 置 及 ビ其 ノ腺 名

テ 悶 明 ニ シ以 テ 病 攣 ノ進 行 或 ハ罹 患 度 ラ論 ぜ ザ

ル 可 カ ラ ザ ル 事 ハ 勿 論 ナ リ。 然 ル ニ 多 ク ノ結 核

1.Lgll.buccales.

2.Lgll.submentales.

3.1・gll.submaxillares「mas・eteri・ae).

Lgl1.parotdeaev.facialesant.

4.Lgl1.parotdeaev.facialesPost.

LglLparotideae,auri(・ulare・.

5.Lgll.cervicalessuperficiales

ロリ

6.Lgll.{・ervicalesprofundeae.

7.LglLsupraclaviculares.

8.Lgl1.sternales.

9.Lgll.cubita】es。

10.LglLaxillares.

11.Lgll.scapularespost.

12.Lgll.mediastinalesant.sup.

13.Lgll.tracheoごbronchiales.

14.Lgl1.bifur{・ationistracheae.

15.Lgll.renales.

,,lumbalessuper.

研究者 ノ文献テ見ル ニ、軍 二頸部淋巴腺、鼠践

部淋巴腺、或 ハ後腹膜淋巴腺等 ノ如 ク漠然タル

総括的腺名テ以テ淋巴腺 ノ病攣 テ云々スルモノ

多 シ。然 レドモ、頸部淋巴腺、後腹膜淋巴腺二

属 スルモノニモ大小多激 ノ腺 アリ、鼠践淋巴腺

二於 テモ亦、淺部、深部 ノ2種 アルガ如 ク、其

ノ位置ノ異ルト共二機能、罹患度 モー檬 ナラザ

ルノミナ ラズ淋巴腺禮側 ト、細菌或 ハ色素注入

龍側 ト密接 ナル關係 ラ有 スルモノナリ。從 ツテ

從來 ノ結核研究者 ガコレ等 ノ諸貼 テ輕視 スルハ

結局淋巴腺二開 スル知識 ノ不足ニヨルモノナリ

ト考 ヘザルテ得ズ。 コレ余ガ弦 二敢 テ海狼 ノ淋

巴系統 ノ詳細 テ再検討 セントスル所以ナリ。

第 一節 淋 巴腺 名

頬 部 淋 巴 腺

頭 部 淋 巴 腺

下顎下淋巴腺

耳 ド前顔静脈淋巴腺
耳下後顔静脈淋巴腺

耳 下 淋 巴 腺
淺在頸部淋巴腺

bifurcationisv.jugularisext.(Kawamura♪ 外頸静脈分岐部淋巴腺
深在頸部淋巴腺
.鎖骨上窩淋巴腺
・胸 骨 淋 巴 腺

肘 部 淋 巴 腺
v腋 窩 淋 巴 腺
〉後肩脾骨淋巴腺
v前 上縦隔賓淋巴腺

氣瞥氣管枝淋巴腺
氣管分枝部淋巴腺

腎臓部淋巴腺
腰上部淋巴腺
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0

0
0
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4」

Jeaortaeabdominalissuper.

,,,,,,medial.

Lgll.1umbalesintermediales.

,,aortaeabdominalisinferior.

Lg1Llumbalesinferioles.

Lgll.iliacae.

iliaCaeCOmmUniS.

19.Lgll.sacrales.

::
bifurcationisaortae'lumbalig.

hypogastricae.

20.]Lgl1.gastricaecaudales.

Pyroli.
らノ リリ

21.Lgl1.v.portae.

22.Lgll.Pancreat

23.Lgll.mesenter

リリ

24.Lgll.ileocoecales.

25.Lgll.retrocoecales.

26.Lgl1.colicaedescendentis.

V27・Lgl1・inguinali・ ・upe・ficiale・ ・{

亀KniefaltenlymphdrUse .

Lgll.abdominoinguinalis.

◎v28.Lgll.inguinalisprofundeae.

,,femoralis.

29.Lgll.poPIiteae.

30.Lgll.coccygeae.

第 二節 淋 巴腺螢 見 方法

從來用 ヒラレタル淋巴腺獲見方法 ノーEナルモノ

ハ、第一一、無塵 置系統解剖學的検査法。第二、

淋巴管内二直接 色素注入ラ行 ヒ、淋巴腺 ノ著色

ニヨリ其 ノ位置テ知ル方法。第三、生試駄 ノ種

種ナル個所 二色素テ注入 シ時間的一之テ殺 シ淋

巴腺 ノ著色度 ヨリ検査 スル法、及 ビ第四、組織

解剖學的検査方法 ノ4方 法 アリ。而 シテ第四ノ

組織解剖學的検査ハ最モ確實ニ シテ、大小総 テ

ノ淋巴腺 テ知 リ得ル ト錐、余 ノ研究ハ解剖學的

研究 テ圭眼 トセルモ ノニ非ザルガ故二、先 ヅ第
一法タル無塵置系統解剖學的検査 一ヨリ比較的

大 一シテ、容易二肉眼ニテ登見 シ得ル淋巴腺テ

検索 シ、之二加 フルニ第三法、即チ生海狸 ノ種

種 ナル個所 二色素注入テ行 ヒ時間的二之 テ撲殺

シ淋巴腺著色 ノ有無 テ以 テ系統解剖學的 二検査

セリn

第一項 無庭置系統解痢 一ヨル法

retropancreaticae.

cov.portae.(Kawamura)
cae.

meSentericaeCOmmuniS.'

mediales.

laterales.

げ上腹部大動脹淋巴腺

中腹部大動脈淋巴腺
レ腹中間部淋巴腺

》ド腹部大動脈淋巴腺

腰下部淋巴腺

腸 骨 淋 巴 腺

総腸骨淋巴腺

薦 骨 淋 巴 腺
腰大動脈分枝部淋巴腺
・下腹部淋巴腺

胃尾部淋巴腺

幽門部淋巴腺

肝門静脹淋巴腺
後膵臓淋巴腺

膵肝門静脈淋巴腺(川村)

腸間膜淋巴腺

総腸間膜淋巴腺
廻盲部淋巴腺

後盲腸部淋巴腺

下行結腸淋巴腺

し舞 服 淋巴腺

,膝掴雛 嚢淋巴腺

一鼠瞑大動脈淋 巴腺

・、,深鼠漢淋 巴腺
甲股 部 淋 巴 腺

・膝脳窩淋 巴腺

尾閲骨淋 巴腺

海猿 テ常 ニー定 ノ位置二固定ス、即チ上肢、下

肢 テ左右 二充分伸展 セシメタル背位 トナシ、順

下部 ヨリ恥骨直上∴達 スル皮膚切開テ行 ヒタル

後皮膚 ラ剥離 シ、先 ヅ皮下表在性淋巴管 テ検索

シ順次 中心二向 ヒ検索テヨ隻ム。

第二項 種々ナル個所 ヘ ノ色素注

入一ヨル法

本法 ニヨリテハ軍 二淋巴腺 ノ位置テ知 リ得ル ノ

ミナラズ、時間的経過 ト共 二進行 スル淋巴腺 ノ

著色度 ヨリ淋巴流 ノ方向テ知 リ、以 テ淋巴管 ノ

走行テ明ニスル事 ラ得 タリ.

注入個所ハ後頭部蜘蛛膜下、上ll屏 、下11屑、

眼瞼粘膜下、鼻尖粘膜下、前趾踪皮下、後趾躁i

皮下、腹腔内、腹壁皮下及 ピ關節膣内 ノ10個

所 ナリ・注入後各動物 テ時間的二殺 シ、淋巴腺

ノ位置テ検索 スル ト共 二淋巴管経路 ノ大略 テ知

ル事 ラ得タ リ。
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第 三 節 淋 巴 腺 ノ位 置 形 状 及 ビ

余 ノ淋 巴 腺 摘 出 捷 径

本 節 ノ記 載 ハ重 複 ノ感 アル モ、 淋 巴腺 ノ検 索 ハ

ー 定 方針 一 テ 解 剖 テ 行 フニ ア ラザ レバ屡{登

見 、 摘 出不 能 二陥 ル ノ ミナ ラ ズ、 淋 巴管 ノ研 究

二於 テ ハ特 二淋 巴腺 周 園 組 織 ヲ損 傷 スル事 ナ ク

淋 巴 腺 ヲ登 兇 スル事 ノ必 要 ナル テ感 ジ タル ガ故

二、 此 ノ貼 ラ特 二留 意 シテ行 ヒ タル テ記 載 ス。

① 頬 部淋 巴腺(LglLbuccales)

位置、本腺 ノ・前 方 ハ門薗上方 ・・額骨、後方及 ビ下方ノ・

下顎 ニテ園 マ レタル頬部 軟組織 土 二位 ス ル 頬部脂肪

組織 内 二埋 没 シ、周園組織 ト略 ζ同…色調 ヲ呈 シ、其

ノ登 見屡 ζ困難 ナ リ。

大 サ、2分 ノ1乃 至4分 ノ1米 粒大。

形1状、球形。

数、 左右各 々1乃 至2個 。

摘 出捷径、 口角 ト下眼瞼中央 部 トヲ結 プ線 が、外上顎

静脈 トナス交叉鮎附近 二於 テ、頬 部脂 肪織 内 二在 リ。

② 噸 部 淋 巴 腺(Lgll・ ・Ubmentale・)

位置、噸部静脈 が、頭 下部 二於 ケル正 中線上 ニ テ左 右

相合 シテ孤状 ヲ呈セ ルソノ上 二在 リ、潤頸筋 二覆ノ・レ

タ ル直下 二於 テ可成 ノ移動 性 ヲ有 シ、毎常容易 二駿 見

シ得 ル淋巴腺 ニシテ左右淋 巴腺 ノ連 絡 ヲ有 ス。

大 サ、2分 ノ1乃 至米粒大。

形状、球形或 ・・楕 圓形。

藪、1乃 至3個 。

摘 出捷 裡、 殆 ン ド毎常潤頸筋 下 二透 覗 シ得。潤頸筋 ヲ

剥離 シ、左右噸部静脈 二沼 ヒ雨側 ヨ リIE中線 ノ方 向二

検索 セ バ容易 二毎 常獲見 シ得。

③ 下 顎 下 淋 巴 腺(Lgll.submaxillares?

位 置 、 左 右 咬 筋 ノ内 側 ニ テ、前 顔 面 静 脈 が外 上顎 静 脹

ト頭 静 脈 二分 枝 ス ル 附近 二在 シ、顎 下 腺 二覆 ・・レ、 顎

下腺 ト同 一 色 調 ヲ呈 ス。 小 山 ノ報 告 ニ ゴ レバ 、海 狸 二

於 テ ・・局所 狭 キ爲 メ 顎 下淋 巴 腺1・ 咬 筋 淋 巴 腺 ト ノ匠

別 困 難 ナ リ。 從 ツテLg1Lmasfeteri(・aeetsubmaxill・

aresノ 綜 合名 ヲ使 用 セ リ。 余 モ亦 タ 雨 者 ノ匠 別 困 難

ナ ル ヲ知 リ、 雨 者 ヲ輩 二Lgl1.submaxillares.ト 呼 ベ

ド、 多 〃 ノ實 験 例 二於 テ 本 淋 巴 腺 ノ摘 出 ヲ 行 ・・ザ リ

キGeorg,K.Hashiba.ノ 研 究 ニ ヨ レバ、淺 頸 淋 巴腺 、

下 顎 下 淋 巴 腺 、咬 筋 淋 巴腺 ノ詳 細 ナ ル【轟別 ヲ行 ・・ズ箪

二下 顎 下 淋 巴 腺 ト命 名 セ リ,然 レ ドモ後 述 ノ如 キ淋 巴

管 ノ経路 的關係 ヨ リ・yテ、淺頸部淋 巴腺 ハ位 置 コ ソ3

淋巴腺 ノ近 クニ在 レ ド別個 ノモ ノ トシテ取扱 フ可 キ

モ ノト考 フ。

大 サ、 米粒大。

形状、 扁卒圓盤状或 ・・楕圓型。

数、1乃 至2個 。

摘 出捷径、顎 下腺 ヲ除 キ、 前顔 面静脈 が、外 上顎静脈

ト頭部静脈 トニ分枝 スル附近 二在 ヌ。

④ 耳 下 淋 巴 腺(Lgll.parotideaev.facialespost.)

位 置、 耳殼 根部下縁 ト後顔面静脈 トがナス角内 ニテ、

僅 カニ筋 肉 ニテ覆 ハル。

大 サ、 牛米粒大。

形状、球形 。

鍛、 左右各 々2乃 至3個 ニ シテ、共 中特 二1個 大 ナ'レ

事履 くア リ。

摘 出捷 裡、 耳殻根部皮膚 ヲ剥 離 シ、耳殼根部 ヲ充分 二

露 出 シタ ル後、後顔面静脈 二沼 ヒ上昇 耳殼根部 ト後顔

面静脈 ト ・ナス角 ノ附近 ヲ検 索 セバ容易 二登 見ス。

⑤ 淺 在 頸 部 淋 巴 腺(Lgll.cervicalessuperficiales)

位置、外頸静脈 が、 前顔面静脈 ト、後顔面静脈 二分枝

セル交叉部 上二在 リ、顎下腺及 ビ潤 頸筋 ニテ覆ノ・ル。

大サ、 牛扁豆大乃 至小豆大。

形状、 球形或 ・・圓盤状。
'

鍛、 多 ク ノ場合1個 ナ リ。

摘 出捷径、 外頸静脈 二沿 ヒ上昇 セバ、該静脈 ハ顎 下腺

下 二覆 ハル ・二至 ル ヲ見 ル。 並 二於 テ顎下腺 ヲ除 キ、

更 二上昇 セバ、前顔 面静脈 ト後顔 面静脈 トノ分枝上 二

跨 ツテ位 ス。

◎ 灘 頸 部 淋 巴 腺(Lg1Lce・vicale・pr・fundeae)'"`V

位 置、 前面及 ビ外側 ノー部 ハ胸鎮乳頭筋 二覆ノ・レ、内

側 ・・氣管及 ビ胸骨舌骨筋 二接 シ、総頸動脈及 ビ迷走紳

縄 ノ前面 二位 ス。本淋巴腺 ハ左右 ヘ ノ移動性少 キモ上

下 ニハ可成 ノ移 動 ヲ見、頸部 中央部 二位 スル事 多ケ レ

ド或 ハ 著 シク下降 シ、 鎖骨上窩附近 二登見ス ル事 ア

リ。小山 ・・本淋 巴腺 ヲ更 二上深在頸部淋 巴腺及 ビ下深

在頸部 淋巴腺/2ツ=匠 別 セ リ。

大 サ、小豆 大乃 至牛腕豆大。

形状 腎臓私 或ハ鞭 形・ つ

数、1個 乃 至2個(1例)。

摘 出捷 裡、胸鎖 乳頭筋 ヲ除去 シ、胸骨舌骨筋 ノ外縁 二

沿 ヒ、上下 ヲ検 セバ容易 二號 見 シ得。 更 二叉他 ノー方

法 トジテ線頸動脈 二沼叱 中心 ヨ リ末梢 二進 ソデ 検 セ
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バ、頸部 中央 附近 ニテ本動脈 ヨ リ数 條 ノ短動脈分枝 ヲ

出 シソノ先端 ・・直チニ深在 頸部淋 巴腺内 二進入 ス.故

二線頸動脈 ヲ目標 二検査 スルモ可ナ リ。

⑦ 上鮪 窩 淋 巴腺(Lgll・supraclavicula・e・)

位 置、左右鎮骨上窩 中二在 スル大 脂肪群 中 二埋浸 シ、

外頸静脈 ノ下部 ヨ リ分枝 セル鎖骨上窩静脈 ガ 脂肪群

中 二進入 スル附近 二常在 ス。

大 サ、小豆大乃至大豆大。

形状、 卵圓形或 ハ長儲圓形。

敷、1個 乃至2個 。

摘出捷 径、胸骨舌骨筋 二密著 セ;レ、胸鎮乳頭筋 ヲ剥離

ヴ外側 二歴 除セバ容 易 二第五 頸紳経 ノ頸椎 ヨ リ出現

セルヲ見2レ。並 二於 テ第五頸紳経 ト、胸鎖乳頭筋及 ピ

胸骨舌骨筋 トニ ヨ リ園 マ レタ ル三 角憲 ヲ形成 ス。コ ノ

三角憲 ヲ通 シテ外下方 ヲ静脈 二浩 ヒ窺ヘ バ、該静脈上

或ノ・大脂肪群 ヲ槍 スル事 ニ ヨ リ容 易 二登 見 シ得。

⑧ 胸 髄 巴 腺(Lg1L・temale,)

位置、胸骨内面、 第二或ノ・第三肋骨 ノ高サ ニテ,内乳

動脈 ノ外或 ハ内側 二位 ス ル 小淋 巴腺 ニ シテ少 吊=ノ肋

間筋 ニテ覆 ・・ル、從 ツテ無庭置系統解剖 法ニテ・・登 見

シ得 フご。腹腔 内色素 注入 ヲ 行ヘ ル場合 二良 〃登 見 シ

得。

⑨ 肘 部淋 巴 腺(Lgll.cubitale、)

位置、其 ノ名 ノ示 ス が如 〃肘 關節部 二位 シ、無礎置系

統解剖 ニヨ リテハ號見 スル事 ヲ得 ザル ノミナラ フご、趾

踪皮下 二色素注入 ヲ行 フモ本淋 巴腺 二著 明 ナル著色

ヲ認 メ ズ。

@腋 離 巴 腺(Lgll.axilla,es)

位置、前 趾 ヲ墾上 ン、大胸筋 ノ附著部 二近 キ邊縁 ヲ上

方 二歴 除セバ、上腰紳経 叢及 ビ腋 窩静脈 ヲ見、更 二腋

窩静脈 ヨ リ側胸静脈 ノ分枝 ヲ見、コ ノ内側 二在 スルー

塊 ノ小脂肪群 中 二埋 浸ス。

大サ、牛 米粒大。

形状、 圓盤状。

籔、2個 乃至4個 。

摘出捷脛、 腋窩静脈 ヨリ側胸静脈 ノ分岐 スル黙 ニテ

主 トシテ ソノ内側 二接 シテ位 ス。

⑪ 後 肩 脾 骨 淋 巴 腺(Lgll.scapularesPost・,

位 置・本淋巴腺 ト極 表在 性 二在 スル重 要皮下淋 巴腺

ノ"ニ シテ、 瀾背筋 ト、長頭三頭腫筋 トカ.腋窩下部 ニ

テナス角 ノ附近 二存 ス ル大脂肪組織 中 二埋 没 セ;レ
、比

較的大ナ ル淋 巴腺 ナ リ。屡 ζ前 記位 認 ヨ リ背側 二位ス

ル事 ア レドモ著 シキ位置 ・移動 ヲ見 ズ。

大 サ、小 豆大乃至大 豆大.

形状、長儲 圓形。

籔、2個 乃 至4個 。

摘 出捷 裡、湖 背筋及 ビ長頭 三頭腫筋 ガ腋 窩下 ニテナ

ス角附近 ノ筋 肉 ヲ僅 力二歴除 シ;脂肪群 中 ヲ探索 セパ

毎常號 見可能 ナル淋 巴腺 ナ リ。

@前 上 欄 鰍 巴腺(Lgll.mediastinalesant.sup.)

位置、 胸骨柄 ノ胸腔側 ニ シテ、頑裁痕 ヨ リ僅 カニ下部

正 中線上 ニテ、胸骨舌 骨筋 ノ胸骨柄内面附著部 上 二位

スル脂肪群 中二埋浸 スル淋 巴腺 ナ リ。

大 サ、牛米粒大乃至3分 ノ1米 粒大。

形状、 球形。

籔、1個 乃至3個 。

摘 出捷径、 雨側肋軟骨部 ヲ全部 切F/Yrシ、胸骨 ヲ上方 二

醗樽 シ、胸骨頑載痕 附近 ・脂肪群 中 ヲ探 索 スル事 ニ ヨ

リ登見 シ得 ト錐 モ著 シク 小ニ シテ屡 く獲 見不能 ナル

事 ア リ。

⑬ 氣 管 氣 管枝 淋 巴腺(Lg11.trache()-bronchiales)

位 置、氣管及 ビ氣 管枝 二跨 リテ存 スル大淋 巴腺 ナ リ,

大 サ、大豆大乃至碗 豆大。

形状、扁不圓 形、 扁干 三角形等種 々ナ リ。

敷、1個 。(一 側)

摘 出捷裡、 心臓 ヲ座 除 シ、気管枝 角 ヲ目標 トナ シ氣管

ノ雨側 ヲ探 索 スル事 ニ ヨ リ容易 二駿 見 シ得(詳 細 ハ第

2報 二言己スノ。

⑭ 鰭 分 枝 淋 巴 腺(Lgll.bifu,cati。ni,t,acheae2

位 趾 氣 管 ノ左 右氣管枝 二分枝 シタ・レ分枝鮎 ニテ左右

氣 管枝 二接 シテ位 ス.

一⑤ 腎 購 淋 巴 腺(LglL・enale・)

位 置、腎臓 部附近 一帯 ノ淋巴腺 ヲ総稽 ス。

大 サ、牛 米粒大乃 至米粒大。

形状、紡錘状。

藪、数個。

摘 出捷裡、腎臓外側 中央 部帥 チ 腎臓外縁 二横 走セ ル

後腹膜雛髪 ヲ見ル、而 シテ該 雛 菱・・腎臓 ヲ反罫側 二歴

除 スル時 バー層著 明 トナル。コノ雛髪 ヲ切開 シ後腹壁

腔 に達 シ、更 二腎臓 ヲ反射側 二膣 除ス レバ腹部大動脈

ヨ リ腎臓動版 ノ分枝 セル ヲ號 見 シ
、更 二腎臓動脈 ヨ リ

後腹 壁内面 ヲ横走 セル小動脈 ノ分枝 ヲ見 ル。コノ分枝

動脈及 ビ腎臓 動脈 ノ附近 二禮 ノ長軸 二下行 一ヒノし小淋

巴腺 ノ連 金酬犬配 列 ヲ見ル、或 ・・腎臓動脈 ヲ挾 ミ上下 二
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小淋巴腺ヲ見ル。

＼@腰 中 間 淋 巴 腺(Lgl1.lumbalesinte・mediale・)

位置、淋 巴腺 名 ノ示 セル が如 ク 腎臓部淋 巴腺 ト腰 下

部淋 巴腺 トノ中間 ニテ、腹部大動脈 雨側 二存 スルモ多

ク ノ場合鉄如 ス。

大 サ、 米粒 大乃至牛米粒 大。

形状、紡 錘状或 ・・米粒状。

鍛》2個 乃至4欄 念珠状 二連績 ス。

摘出捷 径、 本淋 巴腺存在 ス レバ 後腹 膜 ヲ透 シテ見得

レド、摘 出二當 リテハ先 ヅ後腹膜 ヲ切開 シ、後腹膜腔

二達 シ腹部大動脈 ノ雨側 ヲ検 スル 事 ニ ヨ リ容易 二螢

見 シ得。

v⑰ 腰 下 部 淋 巴 腺(Lgll .lumbale・infe・i・le・)

位 置、 後腹膜腔 ニテ、腹部大動脈 力"線腸骨動脈 二分枝

セル分枝 鮎上 二鞍上 二跨 ル。

大 サ、米粒 ノ<乃至 乍>k粒 ノく。

形 状、紡錘状。

数、左右各1個 。

摘 出捷径、廻腸、盲腸 ヲ除ケ バ、 後腹 膜 ヲ通 シ透覗 シ

得。摘 出容 易。

v㊥ 鵬 肥 腺(LglLiliacae♪

位置、 多 クノ場合 歓如 スレ ド、存 在スル時 ・・常 二後腹

膜腔 ニテ、総 腸骨 動脈上 二密接 シテ存 ス。

ノくサ、 牛米粒乃 至米粒大。

形状、紡 錘状。

数、1個 乃至2個 。

摘 出捷 径、 総腸骨動脈 中央 部 ノ橡査 ニヨ リ容易 二獲

見 シ得。

V⑲ 鮒 淋 巴 腺(Lgll・ ・ac・ale・)

位 置、後腹膜腔 ニテ、腹部 大動脈 ヨリ分枝 セル左右総

腸 骨動脈 ニ ヨリ形 成 セラ レタル角内 二在 リ。

大 サ、3分 ノ1乃 至2分 ・1米 粒大。

形 状、球形。

数、左右各 々1個 稀 二2個 。

摘 出捷裡、後腹膜 ヲ開 キ、後腹膜腔 二到 達、総腸骨 動

脈 ノ左右分枝黙 附近 ヲ検 セパ 中薦骨静脈 ノ総腸 骨静

脹 ヨ リ分枝 セル ヲ見ル。 コ ノ左右 中薦骨静賑 ノ間 ニ

テ,.纏腸骨静肱 角頂鮎 直下 二接 シテ存在 ス。

⑳ 幽門蹴 巴腺(Lgll・Py・・li)

位置、腺 名 ノ示 セル ガ如 〃、幽 門部 附近 二存在 ス。

大 サ、 牛米粒 大乃至米粒 人。

形獣、球状。

数、 多 〃ノ場合1個Q

摘 出捷裡、 幽門部附近 ノ大網 ヲ緊 張 セ シム レバ・幽門

二接近 シタル大網 ノ裏面 二本淋 巴腺 ヲ登 見ス・

⑳ 肝 門 徽 肥 腺(Lgll・v・P・rtae)

位 置、 肝門静脈 ノ中央部 二密著 ス。

大サ、 不定 ナ リ、然 レ ドモ比較 的大ナル淋 巴腺 ナ リ。

形 状、不定。

藪、1個 。

摘 出捷径、 胃、十二指腸、 膵臓 ヲ鰹 ノ左側 二歴 除 シ、

肝門静脈 ヲ全部露 出 セバ其 ノ 中央 ニテ右 側 二密接 セ

ル淋 巴腺 ヲ容易 二獲 見 ヅ得(第11圃 参 照)。

@膵 肝 門 徽 肥 腺(Lgll.pancreatic・v・P・ ・tae)

余 ・・偶 々、腹腔 内淋 巴腺及 ビ淋 巴管 ノ検索 中本淋 巴腺

ヲ獲 見 シ多数文獄 ヲ猟渉 スル モ本淋 巴腺 ノ記載 ヲ號

見 シ得 ザ1)キ 。本腺 名ノ・共位置的關係 ヨ リ斯 ク命名セ

リ。

位 置、 肝門静脈 が膵 臓中 二進人 セン トスル部位 二位

ノ」o

大 サ、 米粒大乃 至大豆大。

形状、 不定。

数、1個 。

摘 出捷 裡、 全腸管 ヲ髄 ノ左側 二醗 轄 セバ、肝 門静脈 ヲ

露 出 シ得、 之 二沼ワ テ下行 セバ、肝 門静脈 ノ漸 次、膵

臓 ト交 叉 セ ン トスル部 位 二 膵臓組織 ヨ リ僅 カニ白色

ヲ呈 セル淋 巴腺 ヲ獲 見ス。 之、 仰チ本 淋巴腺 ナ リ(第

11圃 参照)。 』

⑳ 翻 間灘 巴腺(第 ・1鰺 照)(Lgll・me・ente.

ricaecommunis)

位置、腸 間膜 ノ盲腸附著側 ニ テ 盲腸中央 部 二存在ス

ル大淋 巴腺 ナ リ。

大 サ、 た豆 大、 乃至示指頭大。

形状、 不定扁李。

数、2乃 至3個 。

摘 出捷径、小腸 ヲ髄ソ左 側 二、盲腸 部 ヲ右側 二礫轄 セ

バ腸間膜 ノ盲腸附 著部 ノ中央 二獲 見 シ得 ル最大淋巴

腺 ナ リ。

⑭ 廻 盲 部 淋 巴腺(第 ・1圃 参 照)(Lg11・ile・c・ecales>

位 置、廻盲部 ニテ腸 間膜 ノ附著 セル側二位ス。

大 サ、米粒大乃至大 豆大。

形 状、球形或 ノ・楕 圓形。

数、2個 乃至4個 。

摘 出捷 裡、 廻盲部附近腸 間膜 ヲ繁張 セ シム レバ、腸 間
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膜 内二容易 二獲 見 シ得。

⑧ 後 盲 鵬 淋 巴腺(LglL・et・ ・c・ecale・

位置、廻盲部淋 巴腺 ノi樹側 即チ、廻盲部 附近 ニテ腸 間

膜附著部 ・反封側 二在 リ。

大サ、牛小豆大乃至小豆大。

形状、球 形。

鍛、1乃 至3個 。

摘 出捷 径、廻盲部 ヲ引キ上 ゲ、腸 間膜 附著部 ノ反封側

ヲ楡 セバ容易 二獲 見 シ得。

⑳ 下行 結 腸 淋 巴腺(Lgl1・c・li・aedescendentis)

位 置、 結 腸 腸 間膜 中 二在 リ。

大 サ、 牛 米粒 大乃 至 米 粒 大 。

形 状、 球 形。

倣 、1個 。

摘 出捷 径、 下 行結 腸 ヲ膣 ノ右 方 二引 張 リ、腸 間 膜 ヲ緊

張 セ シム レバ、一・般 二腸 間 膜 ノ腰 部 附 著 部 二接 近 シテ

存 ス ル モ、或 ハ腰 部 ノ上 部 、 或 ノ・下 部 二腰 見 スル事 ア

リ.

V(遍.囎 膿 淋 巴 腺(Kniefaltenlymphd・U・e

位 置、 之 ヲ詳 細 二検 スレバ、内淺瞑淋 巴腺、 外淺瞑淋

巴腺 ノ2種 ア リ。 前者 ・・内淺下腹壁動静脈 二沿 ヒ;後

者・・外淺下腹壁動静脈 二沿 ヘル淋 巴腺 ナ リ。

大 サ、小豆 大乃至米粒 大。

形状、楕圓形或 ・・球形。

籔、3個 乃至4個 。

摘 出捷裡、下腹部皮膚 ヲ注意 シ充分剥離 セバ、腹壁筋

ト、上腿 トヨリ形成 サル ・、膝胴 雛嚢部 二存 スル大量

脂肪群 中ニテ前記動静脈 二滑 ヒテ在 シ、毎 常容易 二凝

見 シ得。
'V@股 鰍 巴 腺(L

gll.fe-ali・

位 置、鼠霧 靭帯直下 ニテ、内側股動静脈 基始部 ヨリ分

枝 セル、 外陰部及 ビρ股廻旋雨動静脈 ノ基始部 二跨 レ

ル、 小淋巴腺 ニ シテ、屡 く鉄如 スル事 ア リ。

大 サ、 牛米粒大乃至3分 ノ1米 粒大。

形状、圓盤状。

数、2乃 至4個 。

摘 出捷 裡。 鼠瞑靭帯 ノ直下 ニテ、股動脈 ノ雨側 ヲ探 索

スベ キモ、時 二少量 ノ筋肉 ニテ覆 ノ・ル事 ア リ。故 ニコ

ノ場合 二・・鼠瞑靭帯下約0.5cm位 ノ部 ニテ股動脈 走

行 ト直角 ノ方向 二筋肉 ヲ切断 セバ容易 二登 見 シ得 ル

事屡 ζナ リ。

ノ(動 膝 鵬 淋 巴腺(Lgll.P・Pliteael)

位 置、 膝咽窩 中二在ル 大脂肪組織 中二在 リ。

大 サ、牛米粒 乃至米粒大。

形状、 球形。

倣、1個 乃至2個 。

摘 出捷径、膝腫窩部 創!チ短頭縫 匠筋 ノ下部 、及 ビニ頭

股筋長頭二頭股筋、及 ビ牛腱様筋、牛膜様筋 ノ下部 ヲ

横断 セバ、膝嘔窩 中 ノ脂肪群 ヲ容易 二號 見 シ、該 脂肪

群 中二存在 ス。

@.尾 閲 骨 淋 巴腺(Lgll.c・ccygeae)

位置、尾闇骨 ト磐筋 トノナス角 内 二有 スル 脂肪組織

中二見ル。

大 サ、米粒乃至 た豆大。

形状。球形或 ・・稻Lく圓盤状 ナル ヲ見ル。

9M、1個 。

摘 出捷 禅、 尾闇骨 正中線 上 二皮轡切割 ヲ加へ、皮膚 ヲ

剥離 シ、尾闇骨外縁 二滑 ヒテ存 スル脂肪 群 中 ヲ検 セバ

容易 二獲 見 シ3暮ト錐 モ屡 く鉄如 ヤル事 ア リ。

第三章 淋巴管二就テ

吾 々 ガ 淋 巴 管 ト構1ス ル ハ1)Lympfge-

faesstaemmel且auptsammelrohre,Haupt-

staemme,Trupcilymphatici)2)Lymphge-

faesse`inengerenSinne)3)lymphcapillaren

4)Lymphscheiden/4種 ニ シテLymphgefaes-

staemme帥 チTruncilymphaticiテDuctus

thoracicus及 ビ他 ノLymphgefaesstaemme

二分 類 シDuctusthoracicusハTruncilym-

phaticilumbales,Truncuslymphaticusintes一

tinalisノ 合 流 セ ル 大 淋 巴 管 ナ リ、 コ ノDuctus

thoracicus以 外 ノLymphgefaesstaemmeテ

更 二分 類 シ テ、

1)DerTruncuslymphaticusdexter,sinist.

2)DerTruncuslymphaticusjugularis,oder

cervicalisdexterodersinister.

3)DerTruncuslymphaticussubclavius

dexter,sinister.

4)DerTruncuslymphaticusbronchomedi一
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astinalisoderretrosternalisdexter;sini。

ster.

5)DerTuncusintestinalis.

6)DerTruncuslumbalesdexteretsinister.

以 上 ノ6種 類 二分 類 ス。 狭 義 ノ淋 巴管 トハ、 淋

巴 毛 細 管 ト淋 巴管 幹 ト ノ間 ノ淋 巴道 テ言 フ モ ノ

ニ シテ、 是 等 ハ淋 巴 毛 細 管 ノ合 流 ニ ヨル モ ノナ

リ。 淋 巴 毛細 管 ハ其 ノ型 状 一 定 セザ ル モ、 淋 巴

管 ハ辮 テ有 シー一般 二念珠 状 テ呈 ス。 淋 巴毛 細 管

ハfeinesgeschlossenesRohrensystem一 シ

テ廣 ク臓 器 及 ピ組織 中 二網 状 二播 布 サ レ、 毛 細

管 ノ初 メ ハgeschlungenenetzartigenForm-

ationen或 ハzottenartigeBlinds5ckenテ 形

成 ス ル モ ハ ーシ テ是 等 最 末 端 ニ テ組 織 液 テ吸 牧

シ淋 巴 管 二途 ル。 以 上 ノ如 キ分 類 ノ下 二廣 義 ノ

淋 巴 管 ハ構 成 サ レ、 淋 巴 毛細 管 二始 マ リ静脈 開

ロ ニ終 ル事 ハ終 始 一 貫 異 ル事 ナ ケ レ ドモ其 ノ間

ノ淋 巴管 ノ縄 路 ハ種 々 ニ シテClattenburger

ノ報1'ii'二依 レバ、Ductusthoracicusノ 経 路 形

状 ヨ リ之 テ5種 二分 類 シ、 更 二静 脈 開 口状 態 ト

テ併 セ34種 ノ胸 管 テ嘔 別 記 載 ス。又 胸 管 ノ ミナ

ラ ズ、 頸 部 腹部 二於 テ モ 種 々 ナ ル経 路 テ有 スル

ラ以 テ軍 二1種 ノ淋 巴 管 縄 路 ノ記 載 ニ ヨ リ満 足

スベ キ モ ノニ非 ズ。

第 一一 節 淋 巴 管 楼 見 方 法

淋 巴 管 獲 見 方 法 二關7・ル文 獣 テ見 ル=、1653年

Th.Bartholinusハ 淋 巴管 中 二室 氣 テ吹 入 シ、

1896年GerotaハEinstichmethode即 チ

・Gerota'scheMethode 一一ヨ リ淋 巴管 ノ研 究 テ

行 ヘ リ。 更 二1922年1923年Magnusハ 淋 巴

管 中 二Wasserstoffsuperoxydテ 注 入 シ、 淋

巴 管 中 二常 在7・ルKatalaseノ 作 用 ニ ヨ ル、

Gas畿 生 テ観 察 シ、淋 巴 管 ノ研 究 テ行 ヘ ル報 告

ア リ。 而 シテ亦 一方 二於 テ、 身膿 ノ種 々 ナ ル個

所 ヨ リ色 素 テ注 入 シ、 と テ種 々 ナル 時 間 的 間 隔

テ以 テ殺 シ、 淋 巴腺 ノ著 色 度 テ順次 二追 求 シ淋

巴 管 ノ維 路 ラ知 ル方 法 モ諸家 一 ヨ リ多 ク用 ヒ ラ

レタ リ。 然 レ ドモ前 者 淋 巴 管 中 注 入 法 ハ著 シ ク

操 作 困 難 ナ ル訣 貼 ア リ。 亦 後 者 ノケ法 二於 テハ

末 梢 二於 テ若 シモ2乃 至3個 ノ異 レル部 屍 淋 巴

腺 二集 ル ベ キ淋 巴 毛 細 管 相錯 綜 セ ル 中 二色 素 注

入 シ タ リ トセ ンカ、2、3部 屈 淋 巴腺 ノ著 色 ハ勿

論 更 二進 ン デ第2淋 巴 腺 ノ著 色 テ見 ル ニ至 リ、

結 局 部 屡淋 巴腺 ガ何 レ ナ ル カ 不 明 ナ ル場 合 ア

リ。 從 ・ソテ確 實 ナ ル淋 巴 管 経 路 及 ピ形 状 テ知 ラ

ンガ爲 メ ニ ハ、 祠 等 カ ノ物 質 テ淋 巴 管 中 二注 入

セ シメ、 直接 淋 巴管 テ目撃 スル テ可 トス ル コ ト

ハ云 フ迄 モ ナ シ。 而 シテ現 在 迄 多 ク用 ヒ ラ レタ

ル細 淋 巴管 内色 素 注 入法 ノ著 シ ク困 難 ナ ル事 ハ

前 述 ノ如 クナ ル ガ故 二、 余 ハ淋 巴 腺 内直 接 色素

注 入法 ト色 素皮 下 注 入 法 ラ併 セ行 フ事 一 ヨ リ、

コ ノ雨 方法 二於 ケ ル結 果 テ比 較 シ以 テ淋 巴 管経

路 テ確 定 セ リ.

第 ・項 供 試 色 素 二就 テ

淋 巴管 ノ楡索 二當 リテ・・色 素最 モ多 〃使用 サ レ、幾多

ノ色 素 ノ記載 ア リ枚 墾二逞 アラ ズ。共 ノ2、3ヲ 記セ

バ1896年Gerotaノ ・特有 ノGerota氏 液 ヲ作製使用

セ リ。 叉1900年DaraRosa,1901年Lendorfハ 支

那 墨 ヲ使用 セ リ。叉 本邦 二於 テノ・仙 波(1927)ガ3種 ノ

注射剤 ヲ製 シ優 秀ナル成績 ヲ 墾 グタ リト云 フ。 余 ハ

DaraRosa及 ビLendorfノ 如 クニ墨汁 ヲ使用 セルニ

極 メテ良結 果 ヲ律 タ リ。

第 二項 淋 巴腺 内 直接 墨 汁 注 入法

余 ノ淋 巴腺内直接墨汁注入法 トハ 系統解剖學的淋巴

腺號 見方 法二 司 リテ知 リ得 タ ル 各所 最末梢淋巴腺 ノ

周園組織 ヲ損傷 スル事 ナ ク淋巴腺 ヲ獲 見 シタル後、被

膜 ヲ貫 キ髄 質内 二直接 二4分 ノ1「 ッベル ク リン」注

射針 ヲ穿入、淋巴腺 ノ大小 二=リ 、 約0.1乃 至0.2αa

ノ墨汁 ヲ徐 々二輕魅 ノ下二注入 シツ ・墨汁 ノ淋巴管

中 ノ進 行状 態 ヲ観察 ス。 而 ジテ、例 ヘバ頸部淋 巴管 ヲ

知 ラ ソ爲 メニ ・・先 ヅ頬 部淋巴腺 二。前 趾淋 巴管 ヲ知 ラ

ソ爲 メーノ・後肩脾 骨淋 巴腺 二。後趾淋巴管 ヲ知 ラン欝

ノニ膝脳窩淋 巴腺 二、腹腔 内淋 巴管径路 ヲ知 ラ ン爲 メ

ニ後盲腸淋 巴腺、幽 門部淋巴腺、及 ビ下行結腸淋 巴腺

二。腹 壁 ヨ リ腹腔 二至 ノレ淋巴管 ヲ知 ラソ爲 メニ膝順激

襲淋 巴腺 ニ ト云ヘ ルが如 クニ各 々墨汁 ノ腺 内直接注

入 ヲ行 ヒ、次 イデ順次 中心淋巴腺 ヲ追 フテ同様 ナル墨

汁 注入 ヲ行ヘ バ淋 巴管 ノ裡路 ヲ 目撃 シッ ・確 定 シ得。

第 一モ項 種 々 ナ ル個所 ヨ リ ノ墨 汁

汁 入 二就 テ
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前項 ノ方 法 二 冒 リテ淋 巴 管 裡 路 ヲ知 リ得 ル ト錐 モ、多

少 二不拘 不 自然 ナ ル 歴 力 加 ヘ ル が故 、最 モ 自然 的 ナ ル

淋 巴 管 ノ進 行 状 態 ヲ知 ル コ トモ 必 要 ナ リ。本 目 的 ノタ

メ 次 ノ如 キ實 験 方 法 ヲ併 用 セ リ。

1.後 頭 下穿 刺 ニ ヨ リ0.3cα ノ墨 汁 ヲ 蜘蛛 膜 下 腔 二

注入 シ、注 入後 直 チ ニ正 常 位 トナ シ1時 間、2時 間 、

4時 間、24時 間 ノ間隔 ヲ 置 イテ殺 シタ ル海狸 淋 巴 腺

ノ黒 染度 ヲ検 ス。

動物 二於 ケ ル後 頭 下穿 刺 ハ 人 間 二 於 ケ ノし腰 椎 穿 刺 ト

同 一意 義tヲ 有 ス ル モ ノニ シテ 、 動物 ノ後 頭 下穿 刺 ノ・

Hoegyesノ 研 究 ヲ以 テ喀 矢bシ 、1915年 山 岡 氏 ・・更

二之 が詳 細 ノ研 究 ヲ行 ヒ、 績 イテ1928年 小 山 氏 ニ ヨ

リ研 究 サ ル。而 シテ コ ノ後 頭 下穿 刺 及 ビ腰 椎 穿刺 ノ・要

ス ル ニ注 射 針 が蜘 蛛 膜 下腔 二達 ス ル事 ニ シ テ、蜘蛛 膜

下腔 液 ハ鵬 空 其 他 重 要諸 器 官 ト連 絡 ヲ 有 ス ル ヲ以 テ

コ ノ蜘 蛛 膜 下 腔 液 内 二異 物 ヲ 注入 シ其 ノ分 布 状 態 ヲ

知 ル事 ハ病 原 菌 が 侵 入 シタ ル 場合 二於 ヶ ル病 攣 ノ進

行 状 態 ヲ知 ル ー補 助 トナ ル ベ シ。

2.鼻 孔 粘 膜 下 二 〇.2αqノ 墨 汁 ヲ 、1二入 シ、1日 、2

日、2日 、4日 ノ間 隔 ヲ置 キ撲 殺各 淋 巴腺 ノ著 色 度 ヲ

槍 査 ス。

3.上 口唇 皮 下 二 〇.2c・qノ墨汁 注 入 後1日 、2日 、3

日 ノ間隔 ヲ置 キ殺 シ、抹 巴 腺 ノ著 色 度 ヨ リ主 トシ テ頸

部 淋 巴管 裡 路 ヲ知 ラ ン トス 。

4.下 口唇 皮 下 二 〇.2cα ノ墨汁 ヲ注 入、1日 、2日 、

3日 ノ間 隔 ヲ置 キ殺 シ、 淋 巴腺 ノ著 色 度 ヨ リ、注 射 部

ヨ リ頸 部 二至 ル淋 巴管 ヲ知 ル。

5・ 前 趾 蹴 皮 下 二 〇.2αaノ 墨汁 ヲ 注 入 シ、1日 、2

日、3日 、4日 、5日 ノ5例 二就 テ淋 巴 腺 ノ黒 染 度 ヲ

槍 シ、 前 趾 淋 巴 管 径 路 ヲ知 ル。

6・ 腹部 皮 下 二 〇.5cqノ 墨 汁 ヲ注 入 シ、1日 、2日 、

2日 、4日 、5日 、7日b生 存H藪 ヲ異 ニス ル6頭 ヲ

殺 ン淋 巴 腺 ノ著 色度 ヲ検 査 ス 。

7・ 腹 腔 内 二 〇.5ααノ墨 汁 ヲ注 入 シ、1日 、2日 、4

日、6日 、7日 ト生 存 時 間 ヲ異 ニ スル5頭 ヲ殺 ソ淋 巴

腺 ノ著 色度 ヨ リ腹 腔 内 淋 巴 管 裡 路 ヲ知 ラ ン トス。

8・ 膝 關 節 内 二 〇.2caノ 墨 汁 ヲ注 入 シ、1日 、2日 、

3H、4日 、5日 、6日 、7日 ・7例 二就 キ 前 同様 淋

巴 腺 ノ著 色度 ヲ検 シ、圭 トシテ 、k腿部 ヨ1,腹 腔 内 二至

ル淋 巴管 ヲ知 ラ ン トス 。

9・ 後 趾 蹄 皮 下 二 〇.2aqノ 墨汁 ヲ 注 入 シ、1日 、3

H、4日 、5日 、7日 ノ5例 二就 テ夫 々淋 巴 腺 ノ著 色

度 ヲ槍 シ ト肢淋 巴管 ヲ知 ル。

10.眼 瞼結膜下 二 〇.1cc・ノ墨汁 ヲ注入 シ、20分 後二

於 〃ル淋 巴腺 ノ著色 度 ヲ査査 ス。

第 二 節1瞼 査 成 績

第 … 項 マ林巴腺 内墨 汁 直接 注 入法

ニ ヨ ・レ結 果

1.顔 面 及 ビ頸 部 淋 巴管 二就 テ。

(1)頬 部 淋 巴腺 内 二約O.2c.c.ノ 墨 汁 ヲ注 入 セ

バ、3條 ノ淋 巴管 テ通 リ墨汁 ノ進 行 スル テ 目撃

ス。 而 シテ第1條 ハ願 部 テ下 行 碩 部 淋 巴腺 ラ墨

染 スn第2條 ハ上 顎 静 脈 二沿 ヒテ下 行 、 下顎 淋

巴 腺 ラ黒 染 シ、 第3條 ハ 咬 筋 ノ外 働 中央 部 テ斜

下行 シ、 淺 頸 部 淋 巴 腺 テ黒 染 ス(第1及 ビ3圖

参 照)。

(2)頗 部 淋 巴 腺 二約0.2c・c・ノ墨 汁 ラ徐 々 ∴庄

入 セ バ、2様 ノ淋 巴管 ノ走行 ラ見 ル。 而 シテ第

1ハ 本 淋 巴 腺 ヨ リ出 デ タ ル1條 乃 至3、4條 ノ淋

巴管(後 者 ノモ ノ多 シ)ハ 直 チ ニ雨 側 二腹 顎 筋 間

テ深 部 二進 ミ舌骨 ノ高 サ ー テ頸 椎 ノ直前 二於 テ

左 右 二分 レ、 胸 骨 舌骨 筋 ノ前 面 テ斜 下 行 ㍉ 深

頸 部 淋 巴 腺 二注 ゲ モ ノニ シ テ、 余 ハ假 リニ コ ノ

経 路 テ 有 スル モ!ラ 第1型 ト呼 ブ(第1及 ビ6

圖参 照)。 第2ハ コ レ ト異 リタル経 路 テ有 シ、頸

部 淋 巴腺 ヨ リ咬 筋 ノ下角 隅 二沿 ヒテ下 行 、 下 顎

淋 巴腺 二至 リ、 之 ヨ リ更 二淺 頸 部 淋 巴 腺 テ通 過

シ タル 後深 頸 部 淋 巴腺 二至 ル経 路 ア リ。 余 ハ假

リニと ラ第2型 ト構 ス。 但 シ本 経 路 ラ有 ス ル モ

ノ稀 ナ リキ(第2圖 参 照)。

(3.)耳 下 淋 巴腺 三墨 汁約0.3qqテ 注 入 セ バ、

墨 汁 ハ澗 頸 筋 ノ内面 、 淺 在部 ラ下 行 シ、 一 旦 鎖

骨 上窩 淋 巴腺 二達 シ、 然 ル後 更 二表 在 部 ラ通 過

h昇 シ、 深 頸 部 淋 巴腺 二至 ル淋 巴 経路 テ明 カニ

見得,レ経 路 ニ テ余 ガA型 ト假Pt'7・ル モ ノ ト、 耳

下 淋 巴腺 ヨ リ直 チ ニ淺 頸 部 淋 巴 腺 二至 ノしB型 ト

假 構 ス ルモ ノ トア リ(第1圖 、第2圖 及 ビ第5圖

琴 照)。

小II1及 ピ』George,K.Hashiba・ ・耳下 部 及 ピ

鎖 骨 」=窩淋 巴腺 ヨ リ ノ輪 出管 ハ深 頸 部 淋 巴腺 二

入 ル直前 ニ テ合 流1木 ノ淋 巴 管 トナ リタ ル後 、
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深頸部淋巴腺二注 グモ ノナリト記載 セルモ余 ノ

實験中爾氏 ノ記載 セル経路 ニハ全 ク遭遇 セザリ

キ 。

(4)顎 下 淋 巴腺 二注 人 セ ラ レ タ ル 墨 汁 穎 粒

ハ、 澗 頸 筋 ノ直 下淺 在 部 テ通 ゲ、 淺 頸 部 淋 巴 腺

テ黒,染 ス(第1及 ビ第2圖 参 照)。

(5)淺 頸 部 淋 巴腺 二墨 汁0.5c.c.ラ 注 人 セ バ、

色 素 ハ澗 頸 筋 ノ直下 淺 在 部 テ下 降、 胸鎖 乳 頭 筋

ノ中央 テ通 過 シ、 該 筋 肉 テ迂 廻 醗 轄 シ胸 鎖 乳 頭

筋 ノ内面 ラ上 昇 深 頸 部 淋 巴腺 二至 ル。 深 頸 部 淋

巴腺 ノ黒 染後 墨 汁穎 粒 ハ胸 骨 舌骨 筋 ノ外 縁 二沿

ヒ テ下 行 、 頸 鎖 骨 下 静 脈 角 二開 ロ ヒル ラ目撃 ス

(第4圖 勢 照)。

(6)上 鎖 骨 窩淋 巴 腺 二 墨汁 ラ注 人 セ ・レ場 合 目

撃 シ得 タル輸 出淋 巴管 ハ深 頸 部 淋 巴 腺 二至 ル1

條 ノ淋 巴 管 ノ ミナ リキ。 然 レ ドモ後 述 腹 壁皮 下

色 素 注 入 ノ場 合 、 腋 窩 、 或 ハ後 肩朋 骨 窩 淋 巴 腺

ノ黒 染 ト同 時 二L鎖 骨 窩 淋 巴腺 ノ黒 染 ラ見 タ ・し

事 ヨ リ更 二上鎖 骨 窩 淋 巴腺 ヨ リ深 頸 部 淋 巴腺 二

至 ル淋 巴管 テ結 紮 シ、 上 鎖 骨 窩 淋 巴腺 二墨汁 テ

注 入 セル ニ其 ノ淋 巴 輸 出 管 経 路 ハ 【-1撃シ得 ザ レ

ドモ、 氣 管 氣 管 枝 淋 巴 腺 テ摘 出載 物 硝 子 上 二1堅

挫 鏡 見 セ ル ニ、1例 二於 テ ハ細 胞 内 二墨 汁 色 素

穎 粒 テ癸 見 ヒ リ。 他 ノ2例 二於 テ ハ氣管 氣 管枝

腺 内淋 巴 毛 細 管 中 二墨 汁 穎 粒 テ蕨 見 セ リ.

由是 観 是,上 鎖 骨 窩 淋 巴 腺 へ 頸 部 、胸 部、前趾

淋 巴管 ノ連絡 黙 ニ シ テ重 要 ナ ・レ淋 巴 腺 ナ リ(第

1及 ビ第2圖 参 照)。

{7)眼 瞼 結 膜 下 一一墨 汁0.1c・c・テ 注 人 シ20分

後 二之 テ解 剖 シ、 淋 巴腺 テ検 査L・ ルニ、4例 中

3例 二於 テ ハ、 耳 下 淋 巴腺 、 鎖 骨 」駕 淋 巴 腺 、

及 ビ深 頸 部 淋 巴 腺 ノ黒,染 子 認 ノ タル ノ ミナ レ

ド、 他 ノ1例 二於 テハ 上 記 三淋 巴腺 以 外 ・二更 二

淺 頸 部 淋 巴腺 ノ黒 染 ラ礎 見 セ リ。 コ ノ結 果 テ案

ズ ル ニ、耳 下 淋 巴 腺 ヨ リ鎖 骨 上 窩 淋 巴腺 テ経 テ、

深 頸 部 淋 巴 腺 二至 ル纏 路 二關 シテハ 先 二A型 ト

シテ述 べ 、 本 経 路 二分 枝 淋 巴管 ナ キ ・1;ハ既 二知

レル所 ナ リ。 故 二、 淺 頸 淋 巴腺 ノ黒 染 ハ 耳 下 淋

巴腺 ヨ リ直接 來 タ レル モ ノ トー髪 フ。

2.前 趾淋巴管検索法二就 テ。

前趾淋巴管検索 二當 リテハ、肘部淋巴腺ヘノ注

人不能 ナルラ以テ、 コレガ登見容易ナラザルガ

故 二皮下淋巴毛細管経路ハ第三 章第二節第二項

ノ實験 ニヨリ知 ル外 ナ久 本實験 二於 テハ軍 二

腋窩部 ヨリ静脈角 二至 ル経路 テ目撃確定 シ得 タ

ルノミナリキ。即 チ後肩朋骨淋巴腺二墨汁 テ注

入セ7・、1乃 至2條 ノ淋巴管 ハ、後肩朋骨淋巴

腺 ノ埋浸セル脂肪群中テ僅 カー上昇 ノ後、間モ

ナ ク澗背筋 ト長頭三頭膳筋 ノ間 ヨリ腋窩三現ハ

レ、腋窩淋巴腺テ黒染 シタル後、更 二鎖骨下静

脈 二沿 ヒテ横走 シ、 頸鎖骨下静脈角 二流注ス

(第1圖 第2囲 及 ビ第12圖 蓼照)。

3.腹 壁及ビ後腹膜晦 林巴腺内直接墨汁注入實

験。

膝脳繊髪淋巴腺 …0.2c.c.乃至0.3c.c.ノ墨汁 テ直

接注人 シタルニ、輸出管 ヨリ出 タル墨汁ハ下淺

下腹糧鋤 脈 二沿 ヒテ進行鼠践部淋巴腺 ラ黒染、

更二総腸骨動脈 二沿 ヒ腰下部淋巴腺二至 リ、之

ヨリ後腹膜腔 二於 テ腹部大動脈 ノ雨側 テ上昇、

腎臓部淋巴腺 テ黒染 ノ後、孚L魔管、胸管二入

ル。腰下部淋巴腺 ヨリ腎臓淋巴腺 二至ル腰部淋

巴管幹ハ胸管同様多種多様 ナルガ如 ク、余 ノ實

験 ヨリ第9圖 ・=示ヒルガ如 ク4種 ラ見ル(第9

圖蓼照1。

即チ第1ハ 腹部大動脈淋巴管ハ腹部大動脈 ノ雨

側 二各 々1本 ノ李行セ7レ淋巴管 ラ有 シ、其 ノ間

二於 ケル淋巴管連絡 ノ極 ク少藪 ナルモノーシ

テ、第2ハ 左右腹部淋巴管.幹間二多敷 ノ淋巴管

連絡網 ノ存 ス・レモノ、第3ハ 左右2本 ノ腹部淋

巴管問 二於 テ著=シク多数 ノ淋巴管連絡網 テ有ス

ルモ ノアリ。第4ハ 左右腹部淋巴管 ガ相合 シテ

1本 ノ淋巴管 トナリシモノナリ。

而 シテ亦深鼠践淋巴腺 ニハ上述 ノ如キ楡出管以

外 二、薦骨淋巴腺二連絡セル淋巴管存在 ス。 コ

ノ左右薦骨淋巴腺ハ亦互二淋巴管ニテ交通 シ、

更二父是等ハ腰下部淋巴腺 二連絡 スル淋巴管テ

有 ス。

4.腹 腔内淋巴管 二就 テ。
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1864年Recklinghausenガ 腹 腔 内吸 牧 ノ研 究

テ行 フ ヤ、 爾 來 本 問題 二關 ス ル研 究 ハ陸 緬 トシ

テ行 ハ レ、 血行 設 、 淋 巴 行詮 及 ビ淋 巴 血行 中 間

設 ノ3設 唱 ヘ ラル。 何 レモ 自読 テ固 持 シ テ譲 ラ

ズ。 現 今 二至 ル モ未 ダ猴 ホ飾 一 セザ ル ガ如 シ。

余 モ亦 海瞑 ノ全 身淋 巴腺 及 ピ淋 巴管 ノ研 究 テ行

フ ニ當 リ、 本 問 題 テ考 究 スル ノ必 要 ア ル ラ感 ジ

テ以 下 ノ如 キ研 究 ラ行 ヘ リ。

検 索 方法 ト シテハ腹 膣 内墨 汁 注 入法 ト淋 巴腺 内

直接 色素 注 入法 テ用 ピ タ リ。

余 ハ先 ヅ 便宜 上 腹腔 内淋 巴 管 ラ4種 一 分 類 セ

リ。 第1系 二屡 スル モ ノハ腹 腔 内吸牧 二最 モ重

要 ナル役 目 テ演 ズ ル横 隔 膜 特 二腱 檬 部 毛 細 管 ニ

シテ之 ヨ リ吸 牧 セ ラ レタル 異物 ハ胸 骨 ノ内面 内

乳動 静脈 ノ外 側 或 ヒハ 内側 ラ上 昇、 第2乃 至 ハ

第3肋 骨 ノ高 サ ニ存 ス ル胸 骨 淋 巴腺 二入 リ之 ヨ

リ前 上縦 隔 賓淋 巴腺 二入 リ更 二進 ンデ静脈 角 一

注 グ。 第2系 ト構 ス ルハ大 網 ヨ リ吸 牧 セ ラ レタ

ル異物 ガ、 幽 門 淋 巴 腺及 ビ肝 門 淋 巴腺 テ通 過 シ

腎臓 部 淋 巴腺 二至 リ之 ヨ リ乳 康 管 ラ通 リ胸 管 ラ

脛 テ静 脈 角 二至 ル途 ナ リ。

以 上 ノ第1及 ビ第2系 ハ腹 腔 内物 質 ノ吸 牧 二重

要 ナ ル淋 巴管 ナ レ ド次 ノ第3及 ビ4系 ハ腸 管 吸

牧物 質 ノ経 路 ナ リ。 第3系 トハ後 盲腸 部 淋 巴腺

ヨ リ盲 腸 部 淋 巴腺 二注 ガ レ之 ヨ リ縮 腸 間 膜 淋 巴

腺 テ経 テ余 ノ命 名 セ ル所 謂 膵 肝 門 静 脈 淋 巴 腺 一

流 注 スル モ ノナ リ。 而 シテ本 淋 巴 腺 ヨ リ ノ輪 出

肝 門淋巴腺及膵肝門静脈淋 巴腺 ヨ

リ出 タル輸 出淋巴管 ノ連 絡模型圃

腎臓部淋 巴腺 二至 ル

← 一 淋 巴 ノ流 方向

淋 巴管 ハ 直 チ ニ肝 門静 脈 淋 巴腺 ヨ リ ノ輪 出 淋 巴

管 ト合 流 シ、 其 ノ形 状 ハ 多 ク ノ場 合 囲 二示 セル

ガ如 シ。 斯 ク シ テ合 流 セル淋 巴管 ハ腎臓 部 淋 巴

腺 二注 グ。

第4系 ハ下 行 結 腸 淋 巴腺 ヨ リ磯 シ側 枝 テ出 ス事

ナ ク直 チ ニ腹 部 大 動 脈 ノ雨側 テ上 昇 セ ル腰 部淋

巴管 幹 二流 注 シ胸 管 テ経 テ静 脈 角 二 入 ル。

5.胸 管 二就 テ。

Clattenburgerハ 海 狽 ノ胸 管 二就 キ詳 細 ナ ・レ研

究 報 告 テナ シ、34種 ノ胸 管 テ 圖示 記 載 セ リ。

G.K.Hashibaハ 胸 管 テ大 別 シテ4種 テ分 類

セ リ。Hashibaノ 研 究 二依 レバ第8圖Cノ 如 ク

乳 魔 管 ヨ リ2本 ノ淋 巴管 相 李 行 シ テ上 昇 静 脈 開

口直 前 二於 テ合 シテ1本 トナ リ、 左 内頸 静腋 卜

外 頸 艀脈 トノナ ス静脈 角 二開 ロ ス ルモ ノ最 モ多

ク、 又 乳 魔 管 ヨ リ太 キ1本 ノ淋 巴管 トナ リテC

圖 同様 静 脈 二開 ロ ヒル異 形 ア リ(第8岡D参 照)、

又 圖Cト 同様2本 ノ淋 巴 管 上 昇 シ艀 脈 二開 ロ ス

ル モ其 ノ間網 状淋 巴管 ニ ヨ リ連 絡 テ有 ス ルモ ノ

ア リ ト云 フ(第8囲E,F募 照)。

余 ガ今 同 ノ研 究 二於 テ胸 管 間 二此 ノ如 キ多 敷 ノ

網 状 細 淋 巴管 ノ交 流 テ登 見 セズ シ テ、 総 テ圖C

二屡 スル モ ノナ リキ
。 父從 來 ノ文 獄 ニ ヨ レバ胸

管 ハ総 テ頸 鎮 骨 下 艀 脈 角 二開 ロ ス ト云 ハ レタ ル

モ余 ハ第8囲Bノ 如 ク鎖 骨 下 静 脈 ノ下 ノブヨ リ開

ロ セ ル モ ノ アル テ見 タ リ。

第 二項 皮 下 墨 汁 注 入 ニ ヨル検 索 糺 果

海 狸 ノ諸個 所 ノ皮 下 二墨 汁 テ注 入 シ タル後 二、

時 間 毎 二 「クロ ロ フtル ム」麻 醇 ノ下 一 コ レラ殺

シ、 淋 巴 腺 ノ黒 染 度 テ検 シ、 前 項 淋 巴 腺 内墨 汁

注 入實 験 ノ結 果 トテ比 較 シ以 テ淋 巴 管 ノ厘 路 テ

確 認 セ ン トセ リ。 検 索 ノ結 果 淋 巴 腺 ノ黒 染 度 ノ

多少 ニ ヨ リ次 ノ如 ク匿 別 セ リ。

1・ 顯 微 鏡 下 二全 ク墨 汁穎 粒 テ認 メザ ル モ ノ

テ(一)

2.顯 微 鏡 下 二少 量 ノ墨 汁穎 粒 ラ認 メタ ル モ

ノテ(+)

3.顯 微 鏡 下 二 多量 ノ墨 汁 穎 粒 テ認 メ タル モ

ノラ(十)
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4・ 肉眼 ニ テ少 景 ノ黒 染 テ 磯 見 セル 場 合 テ

(柵)

5.淋 巴腺 ノ2分 ノ1以 上黒 染 セ ル 場 合 ラ

(冊)

6・ 淋 巴腺 ノ殆 ン ド全 面 黒 染 セル場 合 テ(柵)

7.著 シ ク黒 染 セ ル ラ、(◎◎)ト セ リ。

1.蜘 蛛 膜 下 墨 汁 注 入

注 入方 法 、 生 海 猿 テ… 定 ノ位 置 二固 定 シ外 後 頭

結 節 上 テ左 示 指 ニ テ歴 シツ ・皮 膚 テ下 方 二歴 シ

下 ゲ ル時 該 示 指 ハ外 後 頭 結 節 ヒヨ リ滑 リ該 結 節

下 部 二異 動 ス。コ ノ示 指 テ移 動 セザ ル檬 二固 定、

指 ノ先 端 直 上 二4分 ノ1「 ツベ ル ク リ ン」用注 射

針 テ使 用 、 皮 膚 二直角 二穿 入 セ シム ル時 ハ注 射

針 先 二抵 抗 テ感 ズ、之 即 載 域 後 頭 膜 ニ シ テ、該 膜

テ細 心 ノ注 意 テ以 テ穿 入之 ト同 時 二針 テ45度

上方 二向 ハ シ メ0.2乃 至0.3ccmテ 注 入 ス。 其

ノ結 果 三 ヨ レバ殆 ン ド絃 テ ノ例 二於 テ頸 部及 ビ

薦 骨 淋 巴 腺 ノ雨 方 向 ヨ リ黒 染 シ初 ムル ヲ認 ム。

其 ノ結 果 ハ第1表 二示 セル事 二依 リ明 カ ナ リ。

第1表 蜘蛛膜下腔墨汁 注入

(表 中?ハ 不 明瞭 ノ意)

海 狸 番 號

墨 汁 注 入 量

墨汁注入後生存時間

齢牒
腺巴淋部頬

頭 部 淋 巴 腺

耳 下 淋 巴 腺

下顎下淋 巴腺

淺頸 部淋 巴腺

深 頸部 淋巴腺

上鎮骨窩淋巴腺

腋 窩 淋 巴 腺

後肩脾骨淋巴腺

前上縦隔蜜淋巴腺

氣管氣管枝淋巴腺

腎臓 部淋 巴腺

腰下部淋 巴腺

薦骨部淋 巴腺

腸間膜淋 巴腺

肝門諏脈淋巴腺

2

0.3cα

1時 間

右

柵
一
柵

一鼎

一柵

一十

一
◎◎

左

世

世

世

⊥

旦

.。
一柵
=

=

=

一十
[
二

一

一世

二

二

二
+
=

=

4

0.3c.α

芽蒔藺

右 左

鉄1鉄

柵

冊1冊

巫 可
葛一冨

薔麻
=}=一

=F

王圧

書害

王
柵

3

0.3aq

4時 間

右 左

0.3c.

24時 間

柵
亟

柵

壷農墜
柵 冊

恢
可

蘇
可

世
飲
巫

坦
世

塑
世

柵
巫

柵
巫

十

十 十

什

十十 十十

十

十

什

帯

2、 鼻 尖 粘 膜 下 墨 汁 注 入

鼻 孔 尖端 粘 膜 下;0.2ccm・ ノ墨 汁 テ注 入 シ、 生

存 期 間1日 、2日 、3日 、4日 ノ4例 二就 キ淋

巴腺 ノ黒 染 度 子検 査 ス(第2表 蓼 照)。

第106號(生 存1H)

鼻尖 粘膜 下 二注入サ レタル墨汁 ノ・先 ヅ頬 部淋 巴腺 二

至 リ、之 ヨ リー部 ハ直 チニ淺頸部淋 巴腺 二、他 ノー部

ハ噸部淋 巴腺二至ル モ ノー シテ、耳下淋 巴腺 二陽性奉

高 キハ注 射部 位 ヨ リ皮下淋 巴毛細 管 ヲ 経 テ色素顧粒

ノ移動 シタル モ ノナ リ ト考 フ。腋窩淋 巴腺 二色素顧粒

陽性 ナルノ・注射部位 ヨ リ直 チニ皮下 毛細 管 ヲ通過 シ、

後肩脾骨淋 巴腺 二至 ら更 二腋窩・鎖骨 上窩淋 巴腺 二進

ミタルモ ノ+ラ ン。鼓 二後肩脾骨淋 巴腺 二色素 顧粒陰

性 ナルへ 色素顧粒 ノ少景 ナル爲 メ登 見不 能ナ リシモ

ノナラ ン ト・・107號、124號 ノ結果 ヨ リ推察 スル ニ難

カラ ズ。

第107號(生 存2日h、 第108號(生 存2日 間)、第124

號(生 存4日 間㌔

共 二既述律路 ト同標 ナ ルガ故 二詳細 ハ略 ス。

第2表 鼻孔粘膜 下墨汁注入

(表 中ド禮側」項 ノ○ ハ墨汁注 入側)

_1_
一一 一i

-1

海 狸 番 號 106 107 108 12τ

墨 汁 注 入 量 0.2 0.2 0.2 02

色素注入後生存月数 1 2 2 4

髄 側

淋巴腺名

「

㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左

頬 部 淋 巴 腺 世量
世
柵

鉄
不
耳

訣壁 世
冊

冊
=噸 部 淋 巴 腺 世

柵

一

丘
土
十

坐
柵耳 下 淋 巴 腺

一

世
世
世
世
世
十

三

一

土
堂
坦
量
土
十
=

三

淺 頸部 淋 巴腺 十 十 帯

訣
耳
耳_1_

型土
!

柵1十一1-

【一

=

三

深 頸部 淋 巴腺 什 十 十

三
土
十

=

=

=}

=一

=
一=

三

三
二

壬
=

=

=

=

鎖骨上窩淋巴腺 土
十 三腋 窩 淋 巴 腺

世
十

三後肩脾骨淋巴腺 二

三
=

=

=

=

前上縦隔痩淋巴腺
二

匠
匡
三
一

一i-
一}一

引 一一 一

十1-_1_

■ 一

氣管氣管枝淋巴腺 「 刊 一
腎臓部淋 巴腺

一1皿 一

三1三淺部鼠瞑淋巴腺

三深部鼠瞑淋巴腺 =

薦 骨 淋 巴 腺:=
一 一 一一
_Ll-一

3・ 上口屑及 ピ下口唇皮下墨汁注入

本實験 ノ日的ハ注入セラレタル墨汁穎粒 ガ如何

ナル淋巴腺 一先ヅ第1二 流油 スルカテ知 ラ・ト
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第3表 上 口唇 及 ビ下 口唇 皮下墨汁 注入 表中 「髄側 」項 中 ノC)ノ・墨汁 汁入側)

海 狸 番 號

墨汁注入部位

墨 汁 注 入 量oα

墨汁注入後生存日数'＼ 髄 側

淋巴腺名 ＼＼
頬 部 淋 巴 腺

88

上 口 唇

0.2

右

」._

㊧

32

上1」 将

0.2.

左

一

9
～
ー

-
-
ー

i

㊨

69

上 口唇

劃 柵 柵

0.2

順 部 淋 巴 腺 柵 柵 柵 什1柵一__1

31

下 口 唇

0.2

ユ

へ　

　

　

　

「

[

右

;

一

㊧

柵

2
J

l

-
i

I

　

　

右

二

◎◎柵i

耳 下 淋 巴 腺 一 柵

淺頸部淋 巴腺

下顎 下淋 巴腺

深 頸 部 淋 巴腺 一 一

什

什
亙

柵

」三

遂

冊
歪

冊

一藩
=

=

一

一

鎮骨上窩淋巴腺

腋 窩 淋 巴 腺 一

後肩脾骨淋巴腺 一

前上縦隔蜜淋 巴腺i-　

氣管氣管枝淋巴腺i

腎 臓 部 淋 巴腺1一

柵

十

一1
--1 十十

　 　　
一!一

柵
「而「

十

冊 十

鉄唾
柵 柵・

左

◎◎

　
　

ぜ

十

一柵

飲

帯

67 94

下 口 唇 下 口 唇

o.21-一 一一一〇:2

「

司 別 右 .̀

一

/

9
セ

ー
ー

ー
1

一

柵十 冊十 鼎

柵

帯

避

冊

冊

…柵

世

帯

歓 鉄猷

刺 冊 柵

柵
訣

一1-+
一=T=

+

柵

十

十

十 十十

_1=一=層=一

スル ニ ア リn

6例 ノ實 験 成 績 ヨ リシ テ、 ヒ11屑 ハ頬 部 淋 巴腺

ト連絡 ラ有 ス レ ドモ、 下 口肩 二於 テハ全 ク頬部

淋 巴腺 ト連 絡 ラ有 セ ズ、 直 チニ傾 部 淋 巴 腺 二流

注 スル コ トテ知 レ リ。

4.前 趾 踪 皮 下 墨 汁 注 入

0.2c・c・ノ墨i-1-i,E入1隻、1日 、2日 、3日 、4日b

5日 ト生 存 日数 ラ 異 二 λル5例 二就 キ20個 ノ

淋 巴腺 ラ摘 出 シ、 其 ノ黒 染 度 ラ検 査 セ リ。

第1表 前趾蹴皮下墨汁注入

第46號(生 存 日数1日)

腋窩淋巴腺、 肩脾骨淋 巴腺 ノ著 明 二黒染 セル ・・、前趾

蹄 皮下 ヨ リ淋 巴毛細管 ヲ通過 シ、木淋 巴腺 ヲ著色 セル

モ ノナ リ。然 レ ドモ其 ノ何 レガ先 二黒染 セル ヤニ就 テ

ハ知ル ヲ得 ザ レ ド、前項 淋巴腺 内直接色素 注入_ヨ リ

知 リ得 タル結 果 ヨ リシテ、先 ヅ後 肩脾 骨淋巴腺 ヨリ腋

窩淋巴腺 二進 ミタルモ ノナル事 ヲ知 ル。

第2號(生 存2日 間)、 第3號 生存3日 間1、 第4號

(生存4日 間)。

コノ3例 二於 テ第46號 二於 ケル淋 巴腺 ノ黒染 状態以

(表中「留 側項 」ノ○ ・・墨汁 コ入例)

海 猿 番 號
一 一一 一

一}-

1

4612 3
一 一 一 一 一一

曹一 　 -

4

　

4
　

87
一 一_一 一一

〇.2cc
一一r-一__一_

5

墨 汁 注 入 量 0.2qα

1____

一_-

2

0.2cc 0.2qα
一 一

3

0.2α α
}

色素注入後生存日敬ぐ=一 一一 骸 側

淋 巴 腺 名'_

循'

1

左1右 ㊧ 右 ㊧ 右 ㊧ 右 左

噸 部 淋 巴 腺 一

冊
一一 「一 一1 一

冊1一

巳 堂匿i
÷ ト翻モ

『

二

1「.

ニ
ー

一=一 『

=一

一　-=}一

一ニ ー

='

曜

耳 下 部 淋 巴腺'
_二_

._二_

.一.7_一

一

こ に+三=一 一 二
淺頸部淋 巴腺

一 一

■-4』

1一

モ ー「ニ ヨ ー
一 一F-;

_二1_L二 …
_1_

,∫7_

一一=

朴

冊
一一一 一 一

柵

_=_
一

,に

_　
一 一 一 一一1}一 『 一牛

骨i
_

1冊

深 頸部淋 巴腺 十十一 曹一 一

上鎖骨窩淋巴腺 1
腋 窩 淋 巴 腺

曹

「

冊
一}

冊
一ニ ー一

一一=…

冊 Lニ ー
{_

=一

=『

曹

冊
ニー 一稲「

一 「 一 一
一

後肩脾骨淋巴腺 酬 一 隔
=「--=州 曹

一 一 一_

1-」
_=一

1-;_1_

1
氣管氣管枝淋巴腺

「

!-l

I=ユ三]
1_.1

… ニ ー一 一一i-一一+

1--1

一=一

=
1 _二_i_　

前上縦隔賢淋巴腺 一1十

膝咽雛菱淋巴腺 「ニコ=
= 1_一一
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外 二更 二深 頸部、上鎖骨窩淋 巴腺 ノ黒染 セラ レタル ヲ

見ル ノ・、時 日 ノ経過 ト共 二色素 ノ進行 セル結果 ナ リ。

コノ上鎮骨窩 淋 巴腺 ヨリ深 頸部淋 巴腺 二至 ル 径路 ・・

既 二前第1項 ノ實験 ニ ヨ リ明瞭 ナル所 ナvド 、後肩脾

骨淋巴腺、或 ノ・腋窩淋 巴腺 ヨ リ上鎖骨窩淋 巴腺 二至 ル

径 路 二就 テ・・前項 ノ實験 二俵 ル モ目撃 シ得 ザ リキ。然

ル ニ本實験 ノ結果 ヨ リジテ上鎮骨窩淋 巴腺 ガ 後肩脾

骨淋 巴腺或 ・・腋 窩淋 巴腺 ト ノ間 二細 淋巴管 ニ ヨル連

絡 ヲ有 スルナル事 ヲ想像 シ得タ リ。

第3號 、第4號 、第5號 二於 テ・・時 日 ノ経過 セル ニ不

拘 更二淋 巴腺染 色 ノ進展 セザル ノ・、是 等淋 巴腺 ガ他 ノ

淋 巴腺 トノ間 二夏 二連絡 ナキ事 ヲ明示 ス。

第87號(生 存5日 間)

本例 二於 テ前上縦隔賓淋 巴腺 二色素顧粒 ヲ見ルノ・、深

第5表 後蹴 皮下墨汁注入

頸部淋 巴腺中 ノ色素 頴粒 ガ 血管 中 二流 入 シ血流 二9・

リ蓮搬 セラ レタル モ ノナ ラソ。

5.後 趾 臆 皮 下 墨 汁 注 入

0・2dcmノ 墨 汁 注 入後 、1日b3日 、4日b5

日、7日 ト生 存 日数 テ異 ニ スル5例 一=就キ各 々

30個 ノ淋 巴 腺 テ摘 出 シ其 ノ黒 染 度 ヨ リ後 趾 踪 皮

下 二注 入 セ ラ レ タル墨 汁 穎 粒 ノ進 行 経 路 テ知 ラ

ン トセ リ。 注 入 セ ラ レタ ル墨 汁 ハ先 ヅ膝 脳 窩淋.

巴腺 テ経 テ大 部 分 ハ深 鼠 践 淋 巴腺 二至 ル。猫 ホ

ソ ノー 小 部 分 ハ 膝 脳 繊 襲 淋 巴 腺 テ 黒 染 シタル

後 、 後 腹 膜 腔 二進 入 シ、 注 入側 薦 骨部 淋 巴 腺 、.

腰 下部 淋 巴 腺 二至 ル ト同時 二網 状 淋 巴 管 ラ通 リ

反 封 側 同 名 淋 巴 管 ラ黒 染 ス。

(表 中「禮側)項 中 ノ○ ・・墨汁注入側)

海 狽 番 號

墨 汁 注 入 量αα

76

0.2

色素注入後4・存 日傲

葱認 」
1

循'

淺頸部淋巴腺1
上辮 醜 醗rヒ
腋 窩 淋 巴 腺

後肩脾骨淋巴腺

前上縦隔甕淋巴腺

氣管氣管枝淋巴腺

腎臓部淋 巴腺

腰中間部淋巴腺

腰 下部淋 巴腺

腸骨部淋 巴腺

薦骨部淋 巴腺

膝咽雛襲淋巴腺

深鼠瞑部淋巴腺

膝翻窩淋 巴腺

尾闘骨淋 巴腺

鉄

畿

『
十十

世

冊

左

鉄

什

鉄

十

77

0.2

3

㊨ 左

毒t毒
什i什

柵

78

0.2

4

㊨

冊

帯

柵

T
冊

左

帯

柵

鉄

冊

79

0.2

5

右

T
柵

柵

冊

柵

㊧

十

柵

柵

柵

冊

冊

十

冊

柵

80

0.2

7

右 @

1一

1-一 十

柵

帯

柵

冊

柵

十十

'。 一

冊

柵

柵

柵

柵

卦

冊

冊

6・ 膝 關 節 腔 内墨 汁 注 入

膝 關節 腔 内 二 〇.2ccmノ=墨 汁 テ注 入 シ、1日 、

2日 、3日 、4日 、5日 、6日 ト生 存 日敷 テ異

ニ セ ル7例 二就 キ 各 々30個 ノ淋 巴腺 二就 キ黒

染 度 テ検 査 ス。

第86號 、第87號 、第88號 、第189號 、 第132號 。

右5例 ・・何vモ 後趾臆 皮下二 墨汁注入 ヲ行 ヒタル場

合略 く同一径路 ヲ示 セ リ。

第131號(生 存6日 間)。

本例 二於 テ前上縦 隔蜜二於 テ墨 汁陽性 ナルノ・、腎臓部'

淋 巴腺 ヨ リ出 デタル淋 巴ノ・其 ノ大部 分胸 管 二流 注 シ

タル後静脈 角 二至ル径路 ヲ トル モ、ソノ極 ク小部分 ガ

横隔膜 毛細淋巴管 ヲ通 ジ之'ヨリ胸骨 内面 二上昇前上.

縦隔蜜 二至ル ガ故ナ リ。特 二本例 二於テ横隔膜 ヲ切除

シ無虎 置ニ テ裁物 硝子上 二之 ヲ伸展 、鏡検 セル ニ横隔三

膜 毛細淋 巴管 中二墨汁願 粒 ヲ 明 カニ機 検 セル事實 ヨ・
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第6表 膝 關節腔内墨汁注入(表 中「髄側」項 中 ノ○ ・・墨汁 注入側)

謡

1

リシテ胸 骨内面 ヲ通 過 スル淋巴 モ 共 ノー部 ハ腹腔 内

吸牧 二於ケル 横隔膜吸牧裡路 ト同一 ノ径路 ヲ有ス ル

事 ヲ知 レリ。

7.腹 腔 内 墨汁 注 入

針尖 鈍 トナ セ ル注 射 針 テ使 用 シ、 墨 汁0.5ccm

テ側 下腹 部 ヨ リ注 入 シ、1日 、2日 、4日 、6

日、7日 ト生 存 日撒 テ異 ニ セル5例 二就 キ各k

30個 ノ淋 巴 腺 ノ黒 染 度 テ検 査 セ リ。

第15號(生 存1日)。

大網 二多量 ノ墨汁頴 粒黙状 二附著 セル ヲ見 ル、肝門淋

巴腺二極 ク少量 ノ顧粒 ヲ見 タル ・・、大網 ヨリ肝 門淋 巴

!第7表

海 狸 番 號 86 87 88 189 90 131 132

墨 汁 注 入 量 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

墨汁注入後生存日激 1 2 3 4 5 6 6一

＼ ＼ 膣 側
、 亀

r、
、

、 、

淋巴腺名 ＼
㊨ 左 右 ㊧ ㊨ 左 ㊨ 左 r看 左 ㊨ 左

;

剰 左一
噸 部 淋 巴 腺 二

二
二
二
二
二
二
二
二
鉄
丁
耳
π
可
丁
冨
二

二
二
ニ
ー

二
二
二
二
二
飲
=

冨
=
=

三
ニ
ー

二
二
二
ニ
ー

二
二
二
二
鉄

三
塾
五
二
二
ニ
ー

一1-1-
一 一 一
一 一[一

一

二
二
二
二
二
二
二
坐
塾
豊
塾
冊

二

二

.二_

二

二

二

二

二

二
鉄

三
飲
=
=
1一

三

二
二
土
五
二
二
二
鉄
巫
冨一
立
±
旦

三

一i-
_1_1
-1-

}一

一}一
二
二
二
二
二
二
二

耳 下 淋 巴 腺 =一;

一二_二

深 頸 部 淋 巴 腺
一1 1-=

=

=
_1_

二

三

三
塾
土
鉄
一

二

≡
上鎮 骨窩 淋 巴腺

腋 窩 淋 巴 腺

二

二=

一

ニ ー

二

二 」_
後肩 脾 骨淋 巴 腺

「

■+
三[王

1 -

=ヒ 「

可1=「
二 冊
一___

鉄1猷一}一

前 上縦隔蜜淋巴腺

氣管氣管枝淋巴腺

≡二二
二 ≡
二
._一=一

_「=

1-一一;一

亙 鉄
世L踊 「

竺 一萄「
冊

柵

二=

=三

二 」=_

二=二

_i_
-1一
一1一

三匝
一1柵
___1_

三 土

三世

腎 臓 部 淋 巴 腺

腰 中 間部淋 巴腺
1一

腰 下 部 淋 巴 腺

腸 骨 部 淋 巴 腺

二
二
鉄
=

鉄圏 鉄

二
二
二

薦 骨 部 淋 巴 腺 一}一[一

世 』

一 一
i柵

陛
L型

一 一

膝 咽 雛嚢 淋 巴腺

一
冊

深 鼠瞑 部 淋 巴腺
一 　 1-;}一

⊥L些 一L壁:二

塁 三生
一}柵+

-1{一
一1冊

一1-
-1一

膝 咽 窩 淋 巴 腺
三割モ尾 閲 骨 淋 巴 腺

腺 二色素顧 粒 ノ移動 ヲ現 ハス モ未 ダ移動少 キ ヲ示 ス。

第26號(生 存2日)。

大網二生存1日 例 ト同様 多量 ノ 墨汁顧 粒 ヲ吸攻 サv

更 二幽門部、肝門淋巴腺 二色素顧粒進行 シ腎臓部淋 巴

腺 二進入之 ヨ リ乳魔 管、胸管 ヲ通過 シ静脈 二開ロセル

事 ヲ詮明ス。

第17號 、第18號 、第20號 。

共 二前述 ト同一径路 二依 ルモ ノニ シテ、 幽門淋巴腺、

肝門淋 巴腺、腎臓 部淋 巴腺 ヲ経 テ静脈 二開 ロス ル1径

路及 ビ横隔膜 吸牧 ニ ヨ リ前上縦 隔賓淋 巴腺 二 至 リ静

脈 二開 ロスル2径 路 ニヨル モ ノナ リ。

腹 腔 内 墨 汁 注 入

1 海 狸 番 號 15 26 17 18 20

色 素 注 入 量。α 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4

色素注入後生存日薮 1 2 4 6 17

＼ ＼ 讐 側

淋巴腺名 ＼ ＼
右 左 右 左 右 左 右 左

『『=』

1

右

=　
一=一

左

皿=一

深頸部淋巴腺
一■

_ 一 一 一 一 一 一

上鎧骨窩淋巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一

腋 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

後肩脾骨淋 巴腺1一 一 一 ■一 一 一 一 一 一 一
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前上縦隔賓淋巴腺

氣管氣管枝淋巴腺

腎臓 部淋 巴腺

腰中間部淋巴腺

腰 下部淋巴腺

腸 骨部淋巴腺

薦 骨部淋 巴腺

膝腰雛髪淋巴腺

深鼠鵬淋 巴腺

尾閻骨淋 巴腺

腸 間膜淋 巴腺

幽門部淋 巴腺

肝 門 淋 巴 腺

大 綱

一 一 冊 十

叢
一
二
歓

「
l

-

=

職

鉄

↓

心
一

十

土
冊

一禰 二

冊1冊

「再「 「=「i
ト ー 一

冊 磁 「醇[冊
一 一一 一 一一一一刊 一 一

訣!訣

=「 一=『

嵌1一 鋏 一

柵十 柵十 冊

鉄 猷一「決 「肩「
1-一 ・-I
l}

歓 飲
_1_

一 一 旨 一

{一 一 一 「 一}}

一 蘇 一一

　

一ニ トーニ ー

へ へ 　へ　 　 　

+1
L_____

十十

柵1-「 冊

一'一 … 耐 　

+[一 一}
1

什

「稲「

竺

=

二
一

十十

冊

冊

鉄

鉄

8.腹 部 皮 下 墨 汁il、入

右 下 腹 部 皮 下 二 〇.5ccmノ 墨 汁 テdi入 シ、11・1、

2日 、31ヨ 、4日 、5日 、71ヨ ト生 存 日婁交テ異

ニ セル6例 二就 テ淋 巴腺 ノ黒 染 度 テ検 シ、 淋 巴

ノ方 向 テ知 レ リ.

第45號(生 存1日)。

注 入 セラ レタル墨汁/ノ く部分 ・・同側膝畷織髪淋 巴腺

'ヲ通過 シ後腹 膜腔 二入 リ同側腰下部淋 巴腺 ヲ黒染 ス。

叉他 ノ1線 トシテ直 チ ニ 上行 同側後肩脾骨淋 巴腺 二

至 ル ヲ見・レ。之、帥 チ皮下淋巴 毛細韓 ヲ通過 シ本淋 巴

腺 ヲ黒染 セル モ ノト認 ム。

第57號(生 存2日t。

本 例 二於 テモ第45號 ト同標 同側膝順 鐡髪淋巴腺 ヨ1)

2径 路 ヲ経 テ進行 セ ル 以外 二更 二同側薦骨淋巴腺 二

多量流注 セル ヲ知 レ リ。而 シテ更 二腋 窩淋巴腺 二黒染

ヲ見タル ハ後肩脾骨淋 巴腺 ヨ リノ進行 ナ リ,上鎖骨窩

淋 巴腺/墨 汁 陽性 ・・所謂淋 巴腺 内直接色素注入 ニヨ

リ目撃 シ得 ザ1,シ 淋巴管 ニ ヨノヒモ ノ ト考 フ。

第58號(生 存2日 間)、 第59號(生 存4日 間)。

雨例 共 二前記 同様 ノ経過 ヲ取 レ・ルモ ノナ リ。

第60例(生 存5日 間)。

本例 二於 テモ尾闇骨淋 巴腺、膝 脳窩淋 巴腺 二而 カモ雨

側二墨汁 ヲ 見タ ル・・日数経過 ニヨ リ血流 ニ ヨル墨汁

ノ運搬 ニヨルモ ノナル カ或 ヒ ・・淋 巴毛細管 二依,レモ

ノナル カ ト考 フ.

第61例 。

本例 二於 テ墨汁 注入反封側後豚膜淋 巴腺 二墨汁顧粒

陽性 ナル ハ、薦骨 部淋巴腺及 ビ腰下部淋 巴腺 ヨ リ反裂

側 二墨願粒 ノ移 動 セル モ ノナ1)。

ノ

第8表 腹部皮下墨汁注 人實験(表 中「髄側」項 中 ノこ)・・墨汁注入側 ナ リ)

海 狸 番 號

墨 汁 注 入 量

色素注入後生存 日轍

癒 讐{

45

0.5

51

0.5

12

噴 左 同 左

頬 部 淋 巴 腺1????

響 音鵠 劉 二1二 ∬ 一
　　 　 　　　 　へ へ 　　 　

顎 下 部 淋 巴腺 ・ 一{一 一 一

淺頸部 淋 巴腺

深頸部 淋巴腺

上鎮骨窩淋巴腺

腋 窩 淋 巴 腺

_1__

1-一 一一一一 一 一一一 一一一
1-十 一
1__

十 一

58

0.5

2

左

??

一 」 ニ

ーi一
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0.5

4

右 ㊧
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ー

n7
・

± 十

_± 」 一
_}_
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0.5
　 ユ 　

5

右 ㊧

{7
・

り
乙

一1一

一}-i一

一;-1一

十

十

十

十

61

0.5

(看

7

一?

左

?

・

十
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後肩騨骨淋巴腺

前上縦隔賓淋巴腺

氣管氣管枝淋巴腺

腎臓蔀淋巴腺

腰中間部淋巴腺

腰下部淋巴腺

腸骨部淋巴腺

薦骨部淋巴腺

膝脳雛髪淋巴腺

尾闇骨淋巴腺

深鼠瞑部淋巴腺

膝咽窩淋巴腺
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;
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冊
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・

冊

?

9
二

冊

n7

。

冊
1_

柵

柵

什

轟7

・

7

冊

67

・

9
・
・

十

?

・

十
∩7

・

什

柵

十
?

●

冊
?

。

冊

冊

1-HH・

67

・

柵
9
;

一=「

十

{7
●

柵
9
二

冊

冊

十

什

柵

朴
9
乙

柵
{7

・

柵

冊

十

十
9
二

十
,

・

第四章 縛 括

余ハ先ヅ海狸 テ無塵置 ノ儘 ニテ解剖二附 シテ淋

巴腺 ノ位置二關スル大膿 ノ概念 テ得 タル後、更

二墨汁注入法ニヨル検索 テ行 ヒ、全身二於テ53

個 ノ淋巴腺 ノ位置テ確定スルコトテ得 タリ。而

シテ余ハ亦 各淋巴腺 ノ摘出捷径 テ案出 シ之ガ摘

出二便宜 テ與 ヘタリ。

1.余 ガ既二述べ参ル報告中特 二注目スベキモ

ノト考 フルハ余 ノ所謂膵肝門静脈淋巴腺 ニシテ、

コレニ關 シテ從來記載 セラレタルテ知 ラズ。本

淋巴腺ハ腸間膜淋巴腺 ヨリ梢 篭上方 二位 シ、肝

門静脈 ノ膵臓 ト交叉 セントスル部 二獲見セル淋

巴腺ナルガ故二位置的關係 ヨリ斯 ク命名セリ。

2.次 二余 ガ研究 セ ル ハ淋巴管径路 二就 テナ

リ。淋巴管径路 二關スル研究 ノ文献 テ按 ズルニ

皮下或ハ淋巴管内直接色素注入法 テ行 ヒタルモ

ノ多 シ。余 ハコレニ加 フルニ更 二簡軍ナル淋巴

腺内直接色素注入法≒ヨリ容易二淋巴管脛路 テ

目撃 シ得 タリ。而 シテ皮下墨汁注入検査 テモ併

用スルコトニヨリ更 二淋巴管脛路 ノ詳細テ知 ラ

ントセリ。即チ、後頭下穿刺ニヨル蜘蛛膜下腔

内、鼻尖粘膜下、上口屑及 ピ下口屑皮下、眼瞼

結膜下、前趾踪皮下、後趾踪皮下、膝關節腔内、

腹腔内、腹壁皮下 ノ10個 所二墨汁注入テ行 ヒテ

得 タル結果 ト、前記淋巴腺内直接色素注入ノ結

果 トテ比較セリ。而 シテ後頭下穿刺ニヨリ墨汁

一2ツ ノ進行径路 アル事 テ知 レリ。即 チ、1ハ

先 ヅ耳下淋巴腺及 ピ頬部淋巴腺 二至 リ之 ヨリ諸

種頸部淋巴腺二進行 スル径路、1ハ 蜘蛛膜下腔

テ下 リ馬尾部 テ黒染 シ薦骨部淋巴腺 二進 走之 ヨ

リ腰下部淋巴腺、腎臓部淋巴腺 ト漸次上昇スル

径路ナ リ。

3.頸 部 二於 テハ噸部淋巴腺 ヨリ深頸部淋巴腺

二至ル淋巴管径路 ラ先 ヅ2種 二庭別 ス。即 チ第

1ハ 圖1二 示 セル如 ク、第2ハ 囲2二 示 セル如 ク

ニシテ余ハ前者テ假 リニ第1型 、後者 ラ第2型

ト構 セリ。而 シテ亦耳下淋巴腺 ヨリ淺頸部淋巴

腺 二至ル輸出淋巴管 ノ有無ニヨリ、コレヲA型 、

B型 ノ2種 二魑別セリ。從 ツテ頸部淋巴管 ニハ

第1A型 、第1B型 、第2A型 、第2B型 ノ4

種類脛路 アリト考 フルモ難 カラザラン。而 シテ

第1圖 及 ビ第2圖 ニヨリ頸部淋巴管ハ第1型 、

第2型 、共 二其 ノ大多撒ハ先 ヅ淺頸部淋巴腺二

集合 シ、然 ル後深頸部淋巴腺二合流 スルモノニ

シテ、淺頸部淋巴腺テ通過 スルニ非ザ レバ静脈

二注 グ事 テ得 ザ ルハ先學諸員 ノ認 ムル通 リナ

リ。

4.前 趾皮下淋巴ハ総 テー旦後肩朋骨淋巴腺 二

集合 シタル後腋窩淋巴腺二至 リ之 ヨリ静脈 二注

グ。

5.上 鎖骨窩淋巴腺ガ腋窩部淋巴腺 ト連絡 セル

事 ハ、淋巴腺内直接色素注入法ニヨリテハ目撃

シ得ザルモ、皮下墨汁注入法 ニテ實験 セル結果
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雨 者 ノ間 二連 絡 アル事 テ明瞭 二知 リ得 タ リ。

6.海 狽 皮 下 淋 巴腺 中最 モ重 要 ナ役 目 テ演 ズ ・レ

モ ノハ、 膝 ㈱ 繊 襲 淋 巴腺 及 ビ後 肩月甲骨淋 巴 腺 ノ

2ツ ー シ テ、 前 牛 身皮 下淋 巴毛 細 管 ハ後 者 一、

後 牛 身皮 下 淋 巴毛 細 管 ガ前 者 二集 合 ス,・事 ハ、

第13.圖 二示 セル ガ如 シ。

7.皮 下 淋 巴毛 細 管 ハ穂 テ細膜 テ鋏如 シ、辮 膜

ラ有 人ル狭 義 淋 巴管 或 ハ淋 巴 管幹 ト異 リ淋 巴 流

ノ方 向一 定 セズ。 而 シ テー部 二ll入 セ う レ タ ル

異 物 ガ直 チ ニ淋 巴細 管 テ経 テ遠 隔 ノ部 分 二至 ル

事 ノア ・レコ トハ屡 く吾 々 ノ遭遇 人ル所 ニ シ テ、

結 核 ノ實 験 的研 究 二於 テ モ厘 ヒ認 ム ル所 ノ結 核

菌 ノ遠隔 淋 巴腺 侵襲 モ毛 細 淋 巴管 テ維 テ到 著 人

ル モ ノナ ラズ ヤ ノ感 深 シ。 猫 ホ コ ノ鮎 二關 シ テ

ハ後 編 二於 テ詳 細 二述 ブベ シ。

8.以 上述 ベ タ ル如 ク、 病 原 菌 ガ皮 下 二侵 入 シ

タ場 合 ニハ 夫 レガ如何 ナル部 分 ニ モ セ ヨ、 深 頸

部 淋 巴腺 、後 肩 月甲骨淋 巴腺 、 或 ハ膝 脳 搬 髪 淋 巴

腺 ノ何 レカ1ツ テ通 過 ス ル ニ非 ザ レバ血 流 中 二

或 ハ深 部 淋 巴腺 二到達 入ル事 テ得 ザ ル ー ヨ リ、

コ レ ラ3淋 巴腺 テ海瞑 ノ3重 要 淋 巴腺 ト云 フ モ

過 言 ナ ラザ ル ベ シ。 而 シ テ膝 脳 雛 髪 淋 巴腺 二注

入 セル墨 汁 穎 粒 ハ、 深 鼠 践 部 淋 巴腺 テ経 テ、 後

腹 膜 腔 二 入 リ腰 下 部 淋 巴腺 、 薦 骨 淋 巴腺 、 腹 部

淋 巴 管 幹 テ ヒ昇 乳 魔 管 、 胸 管 ラ通 過 シ静 脈 二開

ロ シ、 深 頸 部淋 巴腺 ハ 直 チ ニ静 脈 二開1]、 後 肩

朋 骨 淋 巴 腺 ハ腋 窩 淋 巴腺 二至 リテ後 直 チ ニ艀 脈

二開 口7・。 即 チ以 上3重 要淋 巴腺 中膝 月鴎披髪 淋

巴 腺 ヨ リ腹 部 淋 巴腺 テ通 過 λル経 路 最 モ迂 廻 ス

ル モ ノ ト云 フ テ得 ベ シ。 從 ツ テ膝 脳 級 髪 淋 巴腺

ノ支 配 下 二病攣 テ有 スル場 合 ニ ハ他 ノ2淋 巴腺

支 配 下 二病攣 ラ有 スル場 合 二比 シ病 攣 遅 延 セ ラ

ル ル ハ當 然 ノtl'itリ 。 然 レ ドモ膝 ㈱ 搬 襲 淋 巴腺

ラ通 過 入ベ キ異 物 ノ裡 路 ハ前 述 ノ1裡 路 ノtナ

ラズ更 二之 ヨ リ皮 下 淋 巴毛 細 管 テ通 過 シ後 肩 朋

骨 淋 巴腺 二流 注 サ レ腋 窩 淋 巴腺 ヨ リ静 脈 角 二注

グ場 合 モ ア リ。 コ ノ黙 モ忽 ニ スベ カ ラズ。

9.腹 腔 内吸 牧 ガ淋 巴 系統 ナ ル カ血管 系統 ニ ヨ

ル モ ノナ ル カ バ腹 腔 内吸 牧 機 轄 研 究 上重 大 ナ ル

問題 ニシテ、本問題 二關スル文獣ハ枚基 二逞 ア

ラザル状態ナ リ。

10.余 モ亦 コノ貼 ノ検索 テ行ヘ リ。其 ノ結果、

構隔膜及 ビ大網 ガ腹腔 内異物吸敢二重大 ナル役

目ラ演 ジ、大網 ヨリ幽門淋巴腺、肝門静脈淋巴

腺、腎臓部淋巴腺 テ通過 シ静脈 二開ロスル径路

ハ主要 ナ,レ吸牧路 ニシテ横隔膜 ガ腹腔内吸牧二

際 シテ重要 ナル役割 テ演 ズルコトモ先進諸家 ノ

報告 トー致 ス。

11.消 化管ヨリノ吸牧物 ノ通過スベキ径路二

3痙 路 アリ。即 チ胃、十二指腸附近 ノ淋巴ハ、

幽門淋巴腺 二流注 シ、肝門静脈淋巴腺二至 リ之

ヨリ初メテ後腹膜腔淋巴腺 二注ギ乳康管二合流

ス.卜 二指腸 ノ1部 及 ビ小腸 ヨリノ吸牧物バー

珪腸間膜淋巴腺 二集合後余 ノ所謂膵肝門静脈淋

巴腺二至 リ、此塵 テ出デタル淋巴輪出管ハ、肝

門静脈淋巴腺 ヨリ畿 セル淋巴輪出管 ト合流 シ腎

臓部淋巴腺 二注グ。廻盲部附近 二於 テハ先 ヅ廻

盲部淋巴腺及 ピ後盲腸部淋巴腺二注ギ然ル後腸

間膜淋巴腺 二達 シ前同様膵肝門静脈、腎臓部淋

巴腺 テ通過乳魔管 二合流ス。

12.下 行結腸附近 ノ淋巴 ハ 下行結腸淋巴腺二

流注 シ之 ヨリ他 ノ淋巴腺 二分枝スル事ナク直チ

ニ腹部淋巴管幹 二注グ。

13.腹 壁皮下及 ビ後趾臆皮下墨汁注入例二於

デ屡 篭上縦隔賓淋巴腺 ノ黒染 セルモ ノテ登見シ

タルニヨリソノ脛路 テ探索 スベ 久 横隔膜 ノ後

腹壁附著部及 ビ中心附近 テ切除 シコレテ鏡検 セ

ルニ毛細淋巴腺中二墨汁穎粒 ノ存在セルモ ノラ

装見セ リ。 コノ横隔膜毛細淋巴管中 ノ墨汁穎粒

ハ腎臓部淋巴腺附近 二存在 セル多数 ノ小淋巴腺

及 ビ毛細管 ノ連絡ニヨツテ流入 シ來 レルモノニ

シテ弦 ヨリ更 二胸骨内面 テ通過 シ前上縦隔寳二

至ルモ ノト考ヘラル。即 チ下牛身 ヨリ來 レル淋

巴ガ膝脳嫉髪淋巴腺 ヨリシテ腎臓部淋巴腺二至

ル迄 ノ径路 ハ1ツ ナ レド此塵 ヨリシテ、静脈角

二開ロスル場合ニハ3径 路 アリ。即チ乳魔管、

胸管ラ縄 テ静脈角二至ル場合 ト横隔膜 二至 リ胸

骨内面 ラ通過 シ前上縦隔霞淋巴腺 テ通過後静脈
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角 二注 グ場 合 ナ リ.

結 癖

以 上総 括 セル如 ク、 海 瞑 ノ淋 巴管 系 統 二關 λル

基礎 的研 究 テ極 メ テ詳 細 二行 ヒ得 タ ルモ ノ ト信

ズ。

其 ノ得 タル結 果 テ再 ピ弦 二述 べ ザ ル モ余 ハ コ ノ

結 果 テ基 礎 トシ テ結 核 菌 ノ龍 内播 布 二關 ス ル研

第1圖 頸部淋 巴管裡路 第 一型
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指 導 及 ビ御 校 閲 ∴封 シ満 膣 ノ謝 意 テ表 ス。

第2圖 頸部淋巴管径路 第二型

第3圖 頸部淋 巴腺位置及淋巴菅裡路 共…
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第4圖 頸 部淋巴腺及淋巴管裡路 其二

糊 頸音1棚 位置及細 裡足各 其三

一・一夕 論 ・砺

一一一碗 卿 で・矧4
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第6圖 頸部淋巴腺及淋巴管裡路 其四

【第15巻
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第7圖 胸腹部淋巴管裡路
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第8圃 乳 魔 管 形 状
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第9圃 腹 部 淋 巴 骨
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第11圖 腹部内臓間淋巴管径路
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第12圖 腋窩淋巴腺及淋巴管

第13間 皮下毛細淋巴管分布圃

【第15巻




